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　五条川両岸の桜がいっせいに紅葉をはじ

め、春の桜とは対比的な色あいで晩秋の美

しさを感じる。 

　いつものように散歩していると、赤く染

まった落葉がふりかかり、あまりの美しさ

に数枚を持ち帰って、写生をしたり押し葉

にしておく。 

　川面には、軽鴨や小鷺がえさを求めて移

動する姿は、冬に向かっての体力づくりに

励んでいるのだろうか。 

　　　　　　　　日本画家　　大野幹彦 

【2004岩倉の風景●五条川の桜の紅葉と鳥たち】 
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悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

市政の窓 �

いわくら愛・地球博『語学』ボランティア 
とスペイン語に親しもう！　　　     …３  
多世代交流事業「ふれあい歩け歩け大会」の 
参加者を募集します　　　　　　　…３  
平成１７年度保育園の入園申し込み…４  
「五条川の今・むかし、これから」作文コン 
クール入賞者の発表および表彰式　…５  
灘久美子さんのキューバコラム　  …５  
市税の納入にご理解を　　　　  …６ 
在宅における介護予防環境調査報告 
会を開催します　　　　　　　  …６ 
岩倉市ジュニアオーケストラの団員を募 
集します　　　　　　　　　 　…７  
行政一口メモ　　　　　　　　 …７ 
安全でおいしい水をお届けしています 
平成１５年度水質検査結果　　   …８  
貯水槽を設置している皆様へ　   …９ 
岩倉市長選挙の啓発標語を募集します…９ 
市民スペース 
市民ギャラリー・ミニステージ情報  …９ 

暮らしのガイド ��

手続き ��

岩倉市社会教育関係団体登録申請受付 
所得税の青色決算と年末調整説明会 

催し ��

ミニミニコンサート、あゆみの家講演会 
史跡公園月釜　　　　　　　　　ほか 

講座・教室 ��

一宮地場産業ＦＤＣ手描き染教室・手織教室 
精神保健福祉ボランティア養成講座 
平成１６年度福祉人材フォローアップ講習会 
普通救命講習会、再就職準備セミナー 

健康 ��

骨粗しょう症検診　　　　　　　　ほか 

募集 ��

いわくらフリーマーケット出店者 
ピナトゥボ交流訪問団 
ボランティア活動センター登録団体 
児童館・みどりの家パート職員の登録　ほか 

相談・その他 ��

不用品データバンク、秋の全国火災予防運動 
道路交通法の一部が改正されます 
愛知県最低賃金、指名競争入札結果 
愛・地球博　ここが見どころ 
国民生活金融公庫融資相談会 
子育て相談、図書館ニュース 
教育相談、市民相談　　　　　　 ほか 

岩倉市民体育祭・ユニバーサルデザイ 
ン出前講座・岩倉駅 
コンサート 

フォトニュース 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
神野町かいわい 

岩倉南小学校 
��

��

��

��

学校通信 

シャムネコ 
サワディー 

岩倉武道館剣道スポーツ少年団 

～バランスのよい食事をとろう！～ 

スポーツ大好き！ 

��保健師すこやか日誌 

��市民のひろば・いわくらネットワーク 
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の
ま
ち
で
す 

　
愛
知
万
博
開
幕
ま
で
半
年
を
き
り
、
岩
倉
市
で

は
、
愛
・
地
球
博
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
事
業
交
流
相
手
国
キ
ュ
ー
バ
の
公
用
語
で
あ
る

ス
ペ
イ
ン
語
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
い
わ
く
ら
愛
・
地
球
博
『
語
学
』
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
ス
ペ
イ
ン
語
に
親
し
も
う

！
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。 

　
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
な
ど
日
常
会
話
の
体
験

や
キ
ュ
ー
バ
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
ス
ペ
イ
ン

語
の
話
せ
る
お
店
で
会
話
を
楽
し
む
な
ど
、
皆
さ

ん
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
各
回
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
　
表
の
と
お
り 

●
定
員
　
各
回
８０
人
程
度 

●
参
加
料
　
無
料 

●
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
へ
直
接
ま
た
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
締
切
日
　
表
の
と
お
り 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。  

                
　
多
世
代
の
交
流
と
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
「
ふ

れ
あ
い
歩
け
歩
け
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
当
日
は
、
岩
倉
ゆ
う
わ
会
の
皆
さ
ん
が
甘
酒
を

用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
１１
月
１３
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
（
小
雨

決
行
、
開
催
の
決
定
は
午
前
８
時
） 

※
雨
天
の
場
合
は
、
１４
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜 

●
と
こ
ろ
　
八
剱
憩
い
の
広
場
に
集
合
の
後
、
五

条
川
河
畔
（
約
４
・
５
㌔
㍍
）
を
歩
き
ま
す
。 

●
参
加
費
　
無
料 

●
申
込
方
法
　
生
き
が
い
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
老
人
憩
の
家
、
南
部
老
人

憩
の
家
、
市
内
各
児
童
館
で
申
し
込
み
を
受
け
付

け
、
そ
の
場
で
参
加
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

　
な
お
、
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

  

（日） 

（土） 

愛
・
地
球
博
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業 

い
わ
く
ら
愛
・
地
球
博 

『
語
学
』ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と 

ス
ペ
イ
ン
語
に
親
し
も
う
！ 

秋
の
五
条
川
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

多
世
代
交
流
事
業
「
ふ
れ
あ 

い
歩
け
歩
け
大
会
」
の
参
加 

者
を
募
集
し
ま
す 

※１２月以降もスペイン語を通したさまざまなイベントを随時行っていきます。 
※内容は変更になる場合がありますので、ご了承ください。 

回
数 と　　き  ところ 内　　容 申込締切日 

1

２ 

３ 

４ 

１１月１２日（金） 午後６時３０分 ～８時  
市役所７階 
大会議室 

自己紹介と 
あいさつ① １１月  ８日（月） 

１１月２８日（日） 
申込不要 午後２時～ 市役所１階 

ミニステージ 
キューバの音楽を 
ピアノで楽しもう！ 

午後３時３０分 
～４時３０分 

市役所７階 
大会議室  

自己紹介と 
あいさつ② １１月１９日（金） 

１２月  ５日（日） 正午～午後４時 総合体育文化 センター 
キューバ親睦 
交流会  １１月２６日（金） 

１２月１０日（金） 午後６時３０分 ～８時 
市役所７階 
大会議室 日常会話 １２月  ３日（金） 

市政懇談会が 
延期になりました 

　１０月２０日（水）総合体育文化センターで予定さ

れていた市政懇談会は、台風２３号の影響で次の

とおり延期になりました。市民の皆様には大変

ご迷惑をおかけしました。 

●と　き　１１月２２日（月）午後７時～ 

●ところ　総合体育文化センター多目的ホール 

●問合先　企画課広報広聴係（☎３８―５８０２）まで。 

　皆様のご出席をお待ちしています。 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１７
年
度
の
保
育
園
入
園
申

し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。
　
　 

●
入
園
（
保
育
の
実
施
）
基
準
は 

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護
者
、
同
居
の
親
族

な
ど
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
に

入
園
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
　 

①
昼
間
に
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と 

②
昼
間
に
居
宅
内
で
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事 

（
内
職
・
自
営
な
ど
）
を
し
て
い
る
こ
と 

※
①
・
②
の
場
合
は
、
実
働
４
時
間
以
上
で
、
毎

月
１５
日
以
上
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と 

③
妊
娠
中
ま
た
は
、
出
産
後
間
が
な
い
こ
と
（
保

育
の
実
施
期
間
は
、
出
産
予
定
月
と
前
後
１
か
月

ず
つ
の
３
か
月
で
す
） 

④
疾
病
や
負
傷
ま
た
は
、
精
神
・
身
体
に
障
害
が

あ
る
こ
と 

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
病
気
や
精
神
・
身
体
に
障
害

の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常
に
介
護
し
て
い
る
こ
と

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
の
復
旧

に
当
た
っ
て
い
る
こ
と 

⑦
市
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す
る
状
態
に
あ
る

こ
と 

●
受
付
と
面
接 

　
日
程
表
の
と
お
り
、
入
園
申
し
込
み
の
受
付
と

面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
と
ご
一
緒
に

入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
の
受
付
日
に

入
園
申
込
書
を
提
出
で
き
な
い
場
合
や
提
出
書
類

が
整
わ
な
い
場
合
は
、
他
の
保
育
園
ま
た
は
、
市

役
所
児
童
課
の
受
付
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
手
続
き 

　
保
育
園
入
園
申
込
書（
児
童
１
人
に
つ
き
１
枚
）

に
、
次
に
該
当
す
る
事
項
お
よ
び
表
に
よ
り
、
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
出
産
の
場
合
…
出
産
予
定
証
明
書
ま
た
は
、
母

子
手
帳
（
写
） 

★
病
気
や
負
傷
の
場
合
…
医
師
の
診
断
書
（
療
養

期
間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
） 

★
心
身
に
障
害
が
あ
り
保
育
が
で
き
な
い
場
合
…

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
提
示
　
　 

★
病
人
を
介
護
し
て
い
る
場
合
…
医
師
の
診
断
書

（
療
養
期
間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
） 

★
心
身
障
害
児
の
通
学
等
付
き
添
い
を
し
て
い
る

場
合
…
学
校
長
等
の
証
明
　 

●
申
込
書
の
配
布 

　
１１
月
１
日
　
か
ら
各
保
育
園
、
市
役
所
児
童
課

で
お
渡
し
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
平
成
１７ 

年
度
保
育
園
入
園
申
込
み
の
ご
案
内
」
お
よ
び 

「
保
育
園
の
し
お
り
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

０
）
ま
で
。 

（月） 

平
成
１７
年
度 

保
育
園
の
入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す 

提出・提示書類 

※保育園では、４月１日現在の年齢によってクラス編成を行います。 

保育園 
年齢 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 

各保育園の年齢別保育実施状況 
（平成１７年４月１日現在の年齢） 

１１月１５日（月） 

１１月１６日（火） 

１１月１７日（水） 

１１月１８日（木） 
６６－２９０７ 

３７－２７０５ 

３７－０９１６ 

３７－２６０５ 

６６－３３０９ 

３７－３８３５ 

３７－０４１６ 

３８－５８１０ 

仙奈保育園（東町仙奈１５８） 

北部保育園（石仏町稲葉１４４-２４） 

東部保育園（大市場町順喜１１） 

南部保育園（大地町小森５） 

下寺保育園（下本町下寺廻１０７-１） 

西部保育園（西市町二本木１９-８） 

中部保育園（本町畑中６５） 

市役所児童課（栄町１-６６） 

受付日 受付・面接場所 電話 

※ただし、（５）・（６）について平成１６年１月１日現在岩倉市に住所のある人（住民登録・外国人登録）は、 
　納税通知書を提示または同意書を提出してください。 

（１）平成１６年分源泉徴収票（写） 
（２）平成１６年分確定申告書（写） 
（３）勤務証明書 
（４）就労証明書 
（５）平成１６年度市民税納税通知書（写）または課税証明書 

（６）平成１６年度固定資産税納税通知書（写）または課税証明書（該当者のみ） 

区　　　　分 

給
与
所
得
者 

提
出
書
類 

給
与
所
得
者 

で
確
定
申
告 

を
し
た
人 

自
営
・
内
職
・ 

農
業
等 

受付日程表 

９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

受付時間 

東部保育園 

北部保育園 

南部保育園 

西部保育園 

中部保育園 

仙奈保育園 

下寺保育園 

平成16年11月1日 4



●
市
政
の
窓
●
 

　
４
月
１
日
か
ら

７
月
１６
日
ま
で
募

集
を
行
い
ま
し
た

「
五
条
川
の
今
・

む
か
し
、
こ
れ
か

ら
」
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
に
は
、
応
募

作
品
数
２
千
４
７

１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
を
厳
正
に
審
査
し
た
と

こ
ろ
、
次
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し

ま
す
。 

入
賞
者 

★
市
長
賞
…
古
田
幸
大
（
岩
倉
中
２
年
） 

★
市
議
会
議
長
賞
…
竹
嶋
大
智（
岩
倉
北
小
１
年
） 

★
教
育
長
賞
…
鈴
木
萌
未
（
五
条
川
小
５
年
） 

★
特
別
賞
（
愛
知
県
知
事
賞
）
…
牧
野
富
士
子（
一

般
） 

★
優
秀
賞 

・
一
般
の
部
…
小
島
美
穂
（
岩
倉
総
合
高
３
年
） 

・
中
学
校
の
部
…
山
本
祐
梨
子（
岩
倉
南
中
２
年
）、

富
尾
勇
介
（
岩
倉
南
中
３
年
）
、
伊
藤
幸
花
（
岩

倉
中
３
年
） 

・
小
学
校
の
部
…
石
黒
陽
子
（
五
条
川
小
２
年
）
、

村
瀬
り
お
（
岩
倉
東
小
３
年
）
、
増
田
匠
眞
（
岩

倉
東
小
４
年
）
、
佐
藤
桃
子
（
曽
野
小
６
年
）
、

高
橋
夏
海
（
岩
倉
北
小
２
年
） 

★
入
選 

・
一
般
の
部
…
大
矢
直
子
（
岩
倉
総
合
高
３
年
） 

・
中
学
校
の
部
…
井
上
あ
り
さ
（
岩
倉
中
１
年
）
、

浅
田
祥
子
（
岩
倉
南
中
１
年
） 

・
小
学
校
の
部
…
仙
田
駿
（
岩
倉
東
小
１
年
）
、

櫻
井
未
来
（
岩
倉
南
小
３
年
）
、
石
黒
宏
明
（
岩

倉
東
小
６
年
）
、
高
橋
円
香
（
岩
倉
南
小
５
年
）
、

加
藤
真
子
（
五
条
川
小
３
年
）
、
石
原
遥
平
（
曽

野
小
５
年
） 

★
佳
作
…
石
川
敦
士
（
岩
倉
北
小
５
年
）
、
伊
藤

里
帆
（
五
条
川
小
４
年
）
、
横
井
栞
菜
（
岩
倉
東

小
２
年
）
、
吉
野
綾
花
（
岩
倉
南
小
１
年
）
、
郷

津
瑞
希
（
曽
野
小
１
年
）
、
佐
々
木
梨
恵
（
五
条

川
小
１
年
）
、
村
上
史
菜
乃
（
曽
野
小
２
年
）
、

本
田
有
梨
奈
（
岩
倉
北
小
３
年
）、
服
部
夏
実（
曽

野
小
３
年
）
、
村
瀬
王
哉
（
岩
倉
北
小
４
年
）
、

村
瀬
祐
佳
（
曽
野
小
４
年
）
、
澤
藤
侑
希
（
岩
倉

南
小
４
年
）
、
石
田
大
貴
（
岩
倉
北
小
６
年
）
、

丹
羽
知
里
（
五
条
川
小
６
年
）
、
星
野
弘
明
（
岩

倉
南
小
６
年
）
、
桑
山
浩
子
（
一
般
）
、
石
川
順

一
（
一
般
）
、
犬
飼
綾
乃
（
岩
倉
総
合
高
３
年
） 

表
彰
式 

●
と
き
　
１２
月
５
日
　
午
前
９
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

 

　
日
程
表
の
と
お
り

入
園
申
し
込
み
の
受
付
と

場
合
…
学
校
長
等
の
証
明
　 

０
）
ま
で

 

「
五
条
川
の
今
・
む
か
し
、こ
れ
か
ら
」 

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の 

発
表
お
よ
び
表
彰
式 

（日） 

愛・地球博一市町村一国フレンドシップ事業 
在キューバ日本国大使館派遣員 

灘久美子さんのキューバコラム（第１０回） 
なだ　く　　み　   こ 

　日本とキューバの交流史で注目されるべきことは、日本で
はあまり知られていませんが、キューバに移住した日系人に
ついてです。 
　キューバへの日本人の移民開始は、１８９８年９月９日に
メキシコから１人がキューバを訪れ、翌年に８人を連れてき
たのが発端となっていますが、日本人の移住が本格的に始ま
ったのは１９１０年代半ばでした。第１次世界大戦中のキュ
ーバの砂糖景気に伴い、米国やメキシコ、ペルー、パナマ等
の中南米各地から転住してきた人が多く、第２次世界大戦前
には１，１００人に達しました。日本での出身地の多くは沖縄
や九州であり、キューバでは、主にイスラ・デ・ピノス（松
島…革命後イスラ・デ・ラ・フベントゥ（青年の島）に改称）
という本島の次に大きな島への移住が多かったのですが、他
にも、北のハバナから南東のサンチアゴ・デ・クーバまで日
系人は全国に広がり生活を始めました。 
　第２次世界大戦中には、キューバが米国と同盟国であった
ため、１７歳以上の日本人男子と一部日系２世の人々が松島
の収容所に１９４２年８月から１９４６年１月の約３年半拘
留されました。男性が収容されている期間、残された子ども
等のために農場で働いていた女性たちは大変な苦労を強いら
れたと、その子どもの世代にあたる２世の人たちからよく話
に聞きます。この収容所は後に革命運動の最中にフィデル・
カストロ等も収容された場所としても有名になり、現在は博
物館として、「青年の島」の観光名所のひとつになっています。 

　その後、１９５９年にキューバ革命が成就した際に、一部
が帰国あるいは米国に亡命したこともあり、邦人および日系
人の数は減り、またその後１世の高齢化が進み、現在日系人
社会は１世の４人を含め、５世まで約１，１００人となって
います。 
　１９９８年９月８日には日本人移住１００周年を記念する
各種行事が盛大に開催され、日系社会のみならず、日本・キ
ューバ交流に寄与しました。 
　私はここに来て多くの２世の人たちと出会いましたが、皆
さん古き良き日本人気質の中に、キューバ人らしい明るさを
持っています。私たち現在の日本人が使わないような言葉を
使ったり、現在の日本人にはあまり見られないような非常に
遠慮がちな性格をしており、彼らから学ぶことは非常に多い
です。また、日系人から「魚の切り身でかまぼこを作ってい
た」「キューバの大豆であんこを作っていた」等という話を
聞くと、これだけ日本から遠く離れた国で日本文化が継承さ
れていることに感動します。 
　私はキューバで暮らし、働く中で、日本とキューバの文化、
経済、要人、その他あらゆる分野の交流の基礎に、日系人の
人的交流があることを忘れてはいけないと感じています。ま
た、キューバ人の好意的な対日観というものは、日本の戦後
の復興、発展もさることながら、本当は勤勉で真面目な日系
人のお陰で作られたものではないかと感じています。 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
健
康

な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
の
広
い
範
囲
に

わ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
費
用
が
要
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
費
用
は
税
金
と
い
う
形
で
み
ん
な

で
負
担
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
税
金
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

の
原
動
力
と
な
る
、
最
も
重
要
な
財
源
で
す
。 

税
を
考
え
る
週
間 

　
１１
月
１１
日
　
か
ら
１７
日
　
ま
で
は
、
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。 

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
今
後
の
本
格
的
な

高
齢
社
会
の
到
来
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
税
を
「
知
る
」
だ
け
で
な
く
、
税
の
仕
組
み

や
目
的
を
「
考
え
」
て
い
た
だ
く
た
め
に
今
年
か

ら
「
税
を
知
る
週
間
」か
ら「
税
を
考
え
る
週
間
」

に
改
め
、
全
国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
こ
れ
に
先
立
ち
ふ
れ
愛
ま
つ
り
の

会
場
で
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ス
ポ

ー
ツ
ラ
ウ
ン
ジ 

●
展
示
作
品
　
税
を
テ
ー
マ
に
し
た
市
内
小
・
中

学
生
の
習
字
・
作
文 

市
・
県
民
税
は 

　
毎
年
１
月
１
日
に
居
住
さ
れ
て
い
る
市
町
村
に

お
い
て
前
年
の
収
入
を
も
と
に
個
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。 

配
偶
者
特
別
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す 

　
平
成
１６
年
分
か
ら
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
う
ち
、

配
偶
者
が
控
除
対
象
配
偶
者
に
該
当
す
る
場
合
に

適
用
さ
れ
る
部
分
（
配
偶
者
控
除
と
重
複
し
て
控

除
さ
れ
る
部
分
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
（
市
・
県

民
税
は
平
成
１７
年
度
以
後
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
）
。 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
１
係 

軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
は 

　
軽
自
動
車
の
登
録
の
手
続
き
は
、
車
種
に
よ
っ

て
取
り
扱
う
場
所
が
違
い
ま
す
。
ま
た
、
軽
自
動

車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
所
有
し
て
い
る
人
に
、

１
年
分
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
３１
日
）
課
税

さ
れ
ま
す
。 

　
他
人
に
譲
っ
て
名
義
変
更
を
し
な
か
っ
た
り
、

盗
難
や
紛
失
で
廃
車
の
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
り
、

所
有
者
が
市
外
へ
転
出
し
た
場
合
に
も
、
岩
倉
市

で
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係 

固
定
資
産
税
は 

　
毎
年
１
月
１
日
に
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
人
に
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を

も
と
に
課
税
さ
れ
ま
す
。 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係 

市
税
の
納
付
方
法
は 

【
前
納
報
奨
金
】 

　
１
期
か
ら
４
期
ま
で
（
全
期
）
の
税
額
を
１
期

の
納
期
内
に
全
額
納
付
す
る
と
、
前
納
報
奨
金
を

交
付
し
ま
す
。
前
納
報
奨
金
は
次
の
算
式
に
よ
り

計
算
し
て
、
交
付
さ
れ
ま
す
。 

納
期
前
に
納
付
し
た
税
額
×
０
・
３
／
１
０
０
×

前
納
月
数
＝
前
納
報
奨
金 

　
た
だ
し
、
報
奨
金
の
額
が
１０
円
未
満
の
場
合
や

報
奨
金
に
１０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
端
数
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
報
奨
金

の
額
が
３
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
３
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
。 

●
対
象
税
目
　
市
・
県
民
税
（
個
人
・
普
通
徴
収

分
）
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税 

【
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
】 

　
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え

て
納
税
す
る
口
座
振
替
は
、
納
税
の
た
め
に
金
融

機
関
や
市
役
所
へ
出
か
け
る
手
間
が
省
け
、
納
期

限
を
忘
れ
る
こ
と
も
な
く
安
全
で
便
利
で
す
。 

　
預
金
通
帳
と
印
鑑
、
納
税
通
知
書
か
領
収
書
を

持
っ
て
市
指
定
の
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
税
務
課
収
納
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

６
）
ま
で
。  

       

　
社
団
法
人
尾
北
医
師
会
と
日
本
福
祉
大
学
で
は
、

今
年
の
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
在
宅
で
生
活
を

し
て
い
る
市
内
の
要
介
護
高
齢
者
お
よ
び
虚
弱
高

齢
者（
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
自
立
判
定
者
等
）

の
お
宅
を
訪
問
し
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
環
境

調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
調
査
は
、
要
介
護
高
齢
者
等
の
実
態
把
握

を
す
る
こ
と
で
、
「
在
宅
ケ
ア
を
可
能
に
す
る
条

件
」
お
よ
び
「
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
と
課
題
」
等
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
を
見

い
だ
す
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。 

　
報
告
会
で
は
、
岩
倉
市
に
お
け
る
介
護
予
防
に

つ
い
て
の
現
状
と
課
題
お
よ
び
新
た
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
調
査
報
告
と
、
介
護
保
険
制
度
改
革

や
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
等
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
１１
月
９
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分 ●
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室 

●
内
容
　
調
査
報
告
と
講
演 

●
講
演
テ
ー
マ
　
介
護
保
険
制
度
改
革
と
地
域
包

括
ケ
ア
〜
介
護
予
防
の
推
進
〜 

●
講
師
　
野
口
定
久
さ
ん
（
日
本
福
祉
大
学
社
会

福
祉
学
部
教
授
） 

●
参
加
費
　
無
料 

●
申
し
込
み
　
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
主
催
　
社
団
法
人
尾
北
医
師
会
・
地
域
ケ
ア
協

力
セ
ン
タ
ー
、
日
本
福
祉
大
学 

●
協
力
　
岩
倉
市 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

在
宅
に
お
け
る
介
護
予
防
環
境 

調
査
報
告
会
を
開
催
し
ま
す 

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に 

市
税
の
納
入
に
ご
理
解
を 

（火） 

（水） 

 

（木） 

の   

ぐ
ち
さ
だ 

ひ
さ 

、

、

。
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学
生

習
字

作
文 

　

期

期

（
全
期
）

税

期

今
年
の

月
か

月

か

て
在
宅
で
生
活

 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス 

ト
ラ
の
団
員
を
募
集
し
ま
す 

（水） 

（水） 

　
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
平
成
１３
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
の
団
員
数
は
４７
人
。
団
員
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
演
奏
会
に
向
け
て
週
１
回
の
練
習
に
一
生
懸
命

励
ん
で
お
り
、
時
に
は
合
宿
や
強
化
練
習
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
よ
り
充
実
し
た
演
奏
を

行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
団
員
の
募
集
を
し
ま
す
。 

募
集
内
容 

①
単
科
（
初
心
者
）
ク
ラ
ス 

●
募
集
パ
ー
ト 

★
弦
楽
器
…
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス 

★
木
管
楽
器
…
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト 

★
金
管
楽
器
…
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン 

★
打
楽
器
…
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン 

●
募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
と
も
数
人 

●
対
象
　
小
３
〜
中
３
の
初
心
者 

※
希
望
に
よ
り
楽
器
を
貸
し
出
し
ま
す
。 

②
合
奏
（
経
験
者
）
ク
ラ
ス 

●
募
集
パ
ー
ト 

★
弦
楽
器
…
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス 

★
木
管
楽
器
…
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト 

★
金
管
楽
器
…
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン 

★
打
楽
器
…
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン 

●
募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
と
も
数
人 

●
対
象
　
小
４
〜
高
１
の
経
験
者 

※
自
分
で
楽
器
を
持
っ
て
お
り
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

と
中
級
程
度
の
曲
が
演
奏
で
き
る
人 

●
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
が
生
涯
学
習
課
に
あ
り

ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必

要
で
す
。 

●
応
募
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
郵
送
可
。

〒
４
８
２
―
８
６
８
６
（
住
所
不
要
）
市
役
所
生

涯
学
習
課
文
化
振
興
係
） 

●
応
募
締
切
　
１１
月
１７
日
　
（
必
着
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン 

●
と
き
　
１１
月
２４
日
　
午
後
５
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
第
３
委
員
会
室 

●
内
容 

★
単
科
ク
ラ
ス
…
簡
単
な
音
感
テ
ス
ト
、
面
接 

★
合
奏
ク
ラ
ス
…
実
技
テ
ス
ト
（
自
分
の
得
意
な

曲
を
１
曲
演
奏
）
、
面
接 

●
持
ち
物
　
楽
譜
・
楽
器
（
合
奏
ク
ラ
ス
の
み
） 

※
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
保
護
者
（
ま
た
は
近
親

者
）
同
伴
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

練
習 

●
練
習
日
　
単
科
ク
ラ
ス
、
合
奏
ク
ラ
ス
と
も
日 

曜
日
（
月
３
回
お
よ
び
集
中
練
習
） 

●
練
習
会
場
　
消
防
署 

●
指
導
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
員 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。  

　
現
行
の
市
町
村
合
併
の
特
例
法
は
、
平
成

１７
年
３
月
ま
で
を
期
限
と
す
る
時
限
立
法
で

し
た
が
、
新
た
に
今
年
５
月
に
合
併
新
法
が
公
布

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
法
律
は
、
平
成
１７
年
４
月
か
ら
平
成
２２
年

３
月
ま
で
の
５
年
間
の
合
併
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

た
法
律
で
す
。
合
併
新
法
で
は
、
合
併
特
例
債
な

ど
の
特
例
措
置
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
他
の
特
例

措
置
等
は
継
続
す
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
現
在
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

は
白
紙
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
見
据
え
て
、
地
方
分
権
の
波
に
乗
り
遅
れ
な

い
よ
う
行
政
改
革
を
し
っ
か
り
進
め
、
地
方
自
治

体
と
し
て
最
善
の
努
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
合

併
新
法
の
期
間
内
に
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
や

議
会
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、
研
究
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
企
画
課
企
画
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

２
）
ま
で
。 

行政一口メモ 
A

Q

「市町村合併の最近の 
　動きは？」 

　
市
町
村
合
併
の
期
限
は
、
平
成
１７
年
３

月
と
聞
い
て
い
ま
す
。
岩
倉
市
は
、
今
年

３
月
に
２
市
２
町
の
合
併
検
討
協
議
会
が

解
散
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。 
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。

、

、

　
岩
倉
市
の
水
道
は
、
地
下
約
１
０
０
㍍
の
井
戸

か
ら
汲
み
上
げ
ら
れ
る
地
下
水
（
給
水
量
の
約
４０

㌫
）
と
、
木
曽
川
か
ら
取
水
し
浄
水
処
理
し
た
愛

知
県
営
水
道
の
受
水
（
給
水
量
の
約
６０
㌫
）
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
は
、
水
道
法
で
定
め
る
厳
し
い
水
質
基

準
に
適
合
し
た
安
全
で
お
い
し
い
水
を
市
民
の
皆 

さ
ん
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
定
期
的
に
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
結
果
で
は
、

水
質
は
良
好
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
よ
り
安
全

な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
平
成
１５
年
度
の
水
質
検
査
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

安
全
で
お
い
し
い
水
を 

お
届
け
し
て
い
ま
す 

項　目　名 

一般細菌 １ml中の集落数１００以下 ０ 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 

（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 

（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 

（－） 

（－） 
（－） 
（－） 

（－） 
（－） 

２.０ 

０.００１ 

０.００４ 
０.０２ 

０.９ 
６.８ 

異常なし 
異常なし 

０.００４ 
１４ 

１４ 
７９ 
２７０ 

０ 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 

０.０６ 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 

（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 

（－） 

（－） 
（－） 
（－） 

（－） 
（－） 

２.６ 

０.００１ 

０.００２ 
０.０２ 

０.５ 
７.２ 

異常なし 
異常なし 

０.００３ 
１４ 

１８ 
９４ 
２６０ 

０ 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 

０.０６ 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 

（－） 
０.０１６ 
０.００２ 
０.００５ 
（－） 
０.０２２ 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 

（－） 

（－） 
（－） 
（－） 

（－） 
（－） 

０.６ 

（－） 

０.００４ 
０.０２ 

１.０ 
７.４ 

異常なし 
異常なし 

（－） 
４.１ 

６.２ 
２７ 
７４ 

検出されないこと 

０.８mg/l以下 
０.００２mg/l以下 

０.００６mg/l以下 

０.００４mg/l以下 
０.０２mg/l以下 

０.０１mg/l以下 

０.０２mg/l以下 
０.０４mg/l以下 

０.０１mg/l以下 
０.０１mg/l以下 
０.０１mg/l以下 
０.０５mg/l以下 
０.０１mg/l以下 
１０mg/l以下 

０.０００５mg/l以下 

０.０３mg/l以下 
０.０１mg/l以下 
０.０６mg/l以下 
０.１mg/l以下 
０.０３mg/l以下 
０.０９mg/l以下 
０.１mg/l以下 
０.００２mg/l以下 
０.００３mg/l以下 
０.００６mg/l以下 
０.０２mg/l以下 
１.０mg/l以下 
０.３mg/l以下 
１.０mg/l以下 
２００mg/l以下 
０.０５mg/l以下 
２００mg/l以下 
３００mg/l以下 
５００mg/l以下 
０.２mg/l以下 
０.３mg/l以下 
０.００５mg/l以下 
１０mg/l以下 
５.８以上８.６以下 
異常でないこと 
異常でないこと 
５度以下 
２度以下 

０.０１mg/l以下 

大腸菌群 
カドミウム 
水銀 
セレン 
鉛 
ヒ素 

シアン 
硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 
フッ素 
四塩化炭素 
１,２-ジクロロエタン 
１,１-ジクロロエチレン 
ジクロロメタン 

陰イオン界面活性剤 

シス-１,２-ジクロロエチレン 

フェノール類 
有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 

テトラクロロエチレン 
１,１,２-トリクロロエタン 

１,１,１-トリクロロエタン 

トリクロロエチレン 

クロロホルム 

六価クロム 

チウラム 
チオベンカルブ 
亜鉛 
鉄 
銅 
ナトリウム 
マンガン 
塩素イオン 

ベンゼン 

蒸発残留物 

カルシウム、マグネシウム等（硬度） 

ジブロモクロロメタン 
ブロモジクロロメタン 
ブロモホルム 
総トリハロメタン 

pH値 

１,３-ジクロロブロペン 

臭気 
色度 

味 

シマジン 

濁度 

※（－）は、各定量下限値を下回ることを示す。 
※地下水を水源とする自己水源は、市内に１３か所ありますが水系が同じなため、代表的な水源を公表します。 

水質基準 八　剱　町 岩倉団地 配　水　場 

平成１５年度水質検査結果（給水栓水） 
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ビ
ル
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、

貯
水
槽
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
給
水
設
備
を
設
け
て
い

た
だ
き
、
貯
水
槽
に
水
道
水
を
供
給
す
る
形
で
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
貯
水
槽
に
入
る
水
に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
者

に
責
任
が
あ
り
ま
す
が
、
貯
水
槽
に
入
っ
た
後
の

水
に
つ
い
て
は
、
設
置
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。 

　
８
月
に
、
名
古
屋
市
で
、
貯
水
槽
へ
の
殺
虫
剤

混
入
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
管
理
者
の
皆
様
に

は
、
貯
水
槽
の
施
設
と
水
道
水
の
安
全
管
理
を
よ

り
一
層
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

①
簡
易
専
用
水
道
（
貯
水
槽
の
有
効
容
量
が
１０
立

方
㍍
を
超
え
る
施
設
）
の
場
合 

　
水
道
法
施
行
規
則
の
基
準
に
よ
る
管
理
を
行
い
、

１
年
以
内
に
１
回
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受

け
た
検
査
機
関
（
社
団
法
人
愛
知
県
薬
剤
師
会
☎

０
５
２
―
６
８
３
―
１
１
３
１
）
に
よ
る
管
理
状

況
に
関
す
る
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。  

②
小
規
模
貯
水
槽
水
道
（
貯
水
槽
の
有
効
容
量
の

合
計
が
１０
立
方
㍍
以
下
の
施
設
）
の
場
合 

★
水
槽
（
貯
水
槽
、
高
置
水
槽
）
の
掃
除
を
１
年

以
内
ご
と
に
１
回
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

★
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
に
異
常
が
な
い
か
な
ど
の

点
検
を
行
い
、
異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
適
切

な
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
　 

★
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
蛇
口
か
ら
出
る
水
の

色
、
濁
り
、
臭
い
、
味
に
関
す
る
検
査
お
よ
び
残

留
塩
素
の
有
無
に
関
す
る
水
質
の
検
査
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

★
供
給
す
る
水
が
人
の
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
給
水
を
停

止
し
、
関
係
者
に
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

●
問
合
先
　
水
道
課
施
設
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
た
は
、
江
南
保
健
所
（
☎
５
６
―
２
１
５

７
）
ま
で
。 

       

　
平
成
１７
年
１
月
２８
日
任
期
満
了
の
岩
倉
市
長
選

挙
が
１
月
２３
日
　
に
執
行
さ
れ
ま
す
。 

　
岩
倉
市
長
選
挙
へ
の
投
票
を
呼
び
か
け
る
た
め

次
の
と
お
り
標
語
を
募
集
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
内
容
　
平
成
１７
年
１
月
２３
日
　
投
票
日
の
岩
倉

市
長
選
挙
の
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
る
も
の 

●
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人 

●
応
募
点
数
　
応
募
作
品
は
１
人
何
点
で
も
構
い

ま
せ
ん
が
、
入
賞
作
品
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
。 

●
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、
応
募
作
品
、
住 

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、
職
業

（
学
生
は
、
学
校
名
お
よ
び
学
年
）
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
岩
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
（
住
所
不
要
）
）
ま

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
応
募
期
限
　
１１
月
１５
日
　 

※
当
日
の
消
印
が
あ
る
も
の
は
有
効
と
し
ま
す
。 

●
入
賞
　
最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
作
品
５
点 

●
発
表
　
入
賞
者
に
は
、
直
接
本
人
あ
て
通
知
し

ま
す
。 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
３
８

―
５
８
０
４
）
ま
で
。  

（月） 

貯
水
槽
を
設
置
し
て
い
る 

皆
様
へ 

岩
倉
市
長
選
挙
の
啓
発
標
語
を 

募
集
し
ま
す 

（日） 

（日） 

一
大
カ
水
セ
鉛
ヒ

シ
硝
フ
四
１
１
ジ

陰

シ

フ
有

テ
１

１

ト

ク

六

チ
チ
亜
鉄
銅
ナ
マ
塩

ベ

蒸

カ

ジ
ブ
ブ
総

p

１

臭
色

味

シ

濁

※（
※地

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、
児童コーナー、２階には市民ギャラリーやレスト
ランなど、市民の皆さんに利用していただけるス
ペースがあります。皆さん、ぜひ、ご利用くださ
い。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日
曜日、祝日、年末および年始は休みです）ただし、
レストランの営業時間は、振替休日を除く月～土
曜日の午前９時から午後６時までです。 

市民ギャラリー 

ミニステージ 

いわきり　　あい 

に     わ    し     ほ 

【第３２回岩倉市美術展　市長賞・美術展賞作品展】 
●と　き　１１月４日（木）～１３日（土） 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８―５８
　１９）まで。 
【防火ポスター優秀作品展】 
●と　き　１１月９日（火）～１５日（月） 
●問合先　消防署（☎３７―５３３３）まで。  
【絵画教室「糸」作品展】 
●と　き　１１月１５日（月）～２１日（日） 
●問合先　小川（☎３７―５３９１）まで。  
【岩倉絵画協会展】 
●と　き　１１月２２日（月）～２８日（日） 
●問合先　桜井（☎３７―０７６２）まで。 

【ジャズ＆ポップスコンサート】 
●と　き　１１月２１日（日）午前１０時３０分～ 
●出演者　岩切　愛 
●主な曲　秋桜、枯葉、冬のソナタ　ほか 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８
　１９）まで。  
【愛・地球博フレンドシップ事業　キューバの音
楽をピアノで楽しもう！】 
　キューバでラテ
ンピアノを勉強さ
れ、熱い思いで演
奏される岐阜県出
身の丹羽志穂さん
をお迎えし、ラテ
ンピアノコンサー
トを開催します。 
●と　き　１１月２８日（日）午後２時～ 
●出演者　丹羽志穂（ピアノ） 
●主な曲　ハバナの午後／ホセ・マリア・ビティ
　エル、ラ・コンパルサ／エルネスト・レクオナ
　ほか 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８
　１９）まで。 
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保健師すこやか日誌 

～バランスのよい食事をとろう！～ 

夢
を
持
っ
て
楽
し
く
学
ぶ 

岩
倉
武
道
館
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
岩
倉
武
道
館
は
、
創
設
以
来
３６
年
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
夢
を
持
っ
て
楽
し
く
学
ぶ
！

　
指
導
者
は
、
松
岡
館
長（
剣
道
教
士
７
段
・

居
合
道
教
士
８
段
・
愛
知
県
剣
道
連
盟
理
事
・ 

居
合
道
委
員
長
）
、
木
ノ
本
み
ゆ
き
先
生 

（
剣
道
５
段
・
居
合
道
教
士
７
段
）
、
江
原

禎
人
先
生
（
剣
道
５
段
）
、
安
田
晋
司
先
生

（
剣
道
５
段
）
で
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指

導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
指
導
方
針
は
、
①
教
養
と
し
て
の
剣
道
を

指
導
す
る
②
礼
を
重
ん
じ
て
「
他
人
を
思
い

や
る
心
」
を
育

て
る
③
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て

何
歳
ま
で
も
続

け
ら
れ
る
剣
道

の
基
本
と
精
神

を
学
び
な
が
ら
、

健
康
な
体
力
を

作
る
こ
と
で
す
。 

　
小
学
生
か
ら

大
学
生
ま
で
一
緒
に
け
い
こ
す
る
た
め
、
年

に
よ
る

、

と
い
う

の

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
大
切
な
も
の
は
何
か
と

聞
か
れ
る
と
「
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
」
と
多
く

の
人
が
答
え
る
で
し
ょ
う
。
「
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
」
と
は
、
食
品
の
種
類
、
量
が
き
ち
ん
と
組

み
合
わ
さ
れ
て
い
る
食
事
の
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
５
つ
紹
介
し
ま
す
。 

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
ポ
イ
ン
ト 

①
１
回
の
食
事
で
１０
種
類
の
食
品
を
と
ろ
う 

※
食
品
の
数
え
方
の
例
…
味
噌
汁
は
「
味
噌
・
豆

腐
・
ワ
カ
メ
・
ね
ぎ
」
で
４
種
類
と
数
え
ま
す
。 

②
１
回
の
食
事
に
両
手
１
杯
の
野
菜
を
食
べ
よ
う 

③
カ
ル
シ
ウ
ム
を
１
日
６
０
０
㍉
㌘
と
ろ
う 

※
１
日
６
０
０
㍉
㌘
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
る
目
安

…
牛
乳
コ
ッ
プ
１
杯
、
豆
腐
１
／
３
丁
、
小
松
菜

１
／
３
束
、
干
し
ひ
じ
き
大
さ
じ
１
杯 

④
塩
分
を
ひ
か
え
よ
う 

※
麺
類
の
汁
に
は
６
㌘
の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
漬
物
や
塩
辛
な
ど
の
他
、
練
り
製
品
、
ロ
ー

ス
ハ
ム
等
の
加
工
食
品
に
も
塩
分
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。 

⑤
脂
肪
を
ひ
か
え
よ
う 

※
揚
げ
物
や
肉
の
脂
身
を
ひ
か
え
、
バ
タ
ー
、
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
、
油
の
使
い
方
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
れ
ら
を
心
が
け
、
よ
り
健
康
的
な
食
生
活
を

送
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。 

手
ば
か
り
栄
養
法 

　
必
要
な
食
品
の
量
を
手
軽
に
知
る
方
法
と
し
て
、

自
分
の
手
の
ひ
ら
を
目
安
に
す
る
『
手
ば
か
り
栄

養
法
』
が
あ
り
ま
す
。 

●
主
食
の
ご
飯
・

麺
類
　
両
手
で
茶

碗
を
作
り
、
軽
く

１
杯
が
１
食
分
で

す
。 

●
野
菜
　
緑
黄
色

野
菜
を
両
手
１
杯

と
そ
の
他
の
野
菜

（
海
草
類
、
き
の

こ
類
、
こ
ん
に
ゃ

く
等
を
含
む
）
を

両
手
２
杯
が
１
日

分
で
す
。
生
野
菜

は
か
さ
が
あ
る
の

で
、
ゆ
で
た
り
、

煮
た
り
す
る
と
食

べ
や
す
い
で
し
よ

う
。 

●
芋
類
　
じ
ゃ
が
芋
、
さ
つ
ま
芋
、
里
芋
の
ど
れ

か
を
１
日
に
こ
ぶ
し
大
１
個
と
り
ま
し
ょ
う
。 

●
１
日
に
必
要
な

た
ん
ぱ
く
質
　
両

手
の
ひ
ら
に
魚
、

肉
、
卵
１
個
、
豆

腐
１
／
３
丁
く
ら

い
を
の
せ
た
大
き

さ
が
目
安
で
す
。 

●
果
物
　
果
物
は

ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富

で
す
が
、
食
べ
過

ぎ
る
と
果
糖
の
と
り
す
ぎ
で
中
性
脂
肪
を
上
げ
て

し
ま
い
ま
す
。
１
日
に
こ
ぶ
し
大
１
つ
が
適
当
で

す
。
り
ん
ご
な
ら
１
／
２
個
、
バ
ナ
ナ
な
ら
小
１

本
で
す
。 

　
『
手
ば
か
り
栄
養
法
』
で
生
活
習
慣
病
を
予
防

し
、
免
疫
力
と
治
癒
力
の
高
い
丈
夫
な
体
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１

１
）
ま
で
。 

ご飯・麺類 

その他 

の野菜 

緑黄色野菜 

たんぱく質 

き    

の    

も
と 

え  

は
ら 

さ
だ
ひ
と 

や
す  

だ  

し
ん   

じ 

No.8
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シャムネコ 
岩倉市国際交流員 
ピムラ　スティショティ 
PIMRA SUTHICHOTI

　
小
学
生
か
ら

大
学
生
ま
で
一
緒
に
け
い
こ
す
る
た
め
、
年

齢
差
に
よ
る
先
輩
、
後
輩
と
い
う
縦
の
社
会

を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
ま
す
。 

　
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
、
基
礎

体
力
の
向
上
と
剣
道
の
基
本
動
作
を
重
点
に

指
導
し
て
い
ま
す
が
、競
技
と
し
て
も
国
体
・

全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
が
多
く
育
っ
て

い
ま
す
。 

　
常
日
ご
ろ
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
「
試
合

に
勝
つ
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
試
合

に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

努
力
を
す
れ
ば
、結
果
は
必
ず
つ
い
て
く
る
」

と
教
え
て
い
ま
す
。 

　
入
会
は
、
体
験
入
門
か
ら
ど
う
ぞ
。
剣
道

場
へ
直
接
来
て
く
だ
さ
い
。 

練
習
日
程 

●
と
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
６
時
４５
分

〜
９
時
１５
分
（
初
心
者
は
、
８
時
ま
で
） 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
剣
道

場 ●
問
合
せ
　
木
ノ
本（
☎
６
６
―
２
０
２
７
）

ま
で
。 

  

　私は日本に来てから、人々がどれだけ彼らのペットを気遣って
いるのか度々驚かされるようになりました。これはタイとは随分違
います。犬は泥棒から家を守るためによく家の外にいます。その
一方、ネコは自由に歩きまわることができ、時々何日も家に帰って
こない時もあります。タイの人 に々とっては、家族の一員としてペ
ットを飼うことはないのです。しかしタイでは、ネコの種類で有名
なものがあります。タイの昔の呼ばれ方がシャムであることから、
それらはシャムネコと呼ばれています。シャムネコはとても高価で、
見つけることも困難です。 
　シャムネコは、その独特な色合い、光輝く青い目、気品のある
個性的な姿で人気の高いネコのうちの１つです。 
　カラーポイントの青い目斑点のあるネコの新しい開発のため、
シャムの王によって、荘厳なペットとして宮殿の中だけに限り飼われていました。  
　１９世紀に、バンコクのイギリス領事、オーエン・グールド氏がイギリスに初めてシャムネコを持ち込みました。そしてそのころに輸入され
た１０匹ほどのネコ達が、今日のシャムネコの繁殖の基礎を形成したのでした。 
　すべてのシャムネコは共通して、足と尻尾と顔は他の体の部分よりも濃い色を持っています。子ネコは、元々そのような濃い色を持た
ず生まれてきますが、数週間でこのような色を持つようになります。シャムネコはとても社会性のあるネコです。知的で、また不思議なネコ
でもあります。また、人間の赤ちゃんの鳴き声にとてもよく似た声で鳴きます。 
　シャムネコはとても飼いやすいネコです。コートを手入れするように、２～３日おきにブラッシングしたり、時々抜け毛をとってあげるだけで
いいのです。 

Siamese cat  
After I came to Japan, I became amazed at how much care people give to their pets. This is very different from Thailand. Dogs are 
often kept to guard the house from thieves and so they are often kept outside. Cats, on the other hand, are let to go around freely, 
sometimes they would be away from home for many days. It is not typical for people to keep pets as if they are family members. 
However, Thailand is famous for a breed of cat. Because the former name of Thailand is Siam, they are called Siamese cats. They are 
difficult to find, as well as expensive. 
The Siamese cat, with its distinct coloration, brilliant blue eyes, inquisitive　nature and social personality, is one of the more popular 
cat breeds. They were kept as regal pets by the King of Siam and lived in the confinement of the palace, which allowed for the 
development of a new breed of color-point blue eyed cats.  
During the nineteenth century, the British Consul in Bangkok, Mr. Owen Gould, took the first Siamese cats to Britain. A small group 
of less than a dozen cats, which were also imported around that time, formed the breeding base for what is today the Siamese cat.  
All Siamese cats share the color-point pattern; the cooler body parts (feet, tail and face) are of a 
darker color than the rest of the body.  Kittens are born without the dark markings and develop 
them during the first few weeks of their lives. The Siamese cats are very social, they are 
intelligent and curious and will explore every corner of their homes and surroundings and they 
are also very vocal, making noises, which often sound very much like a human baby crying.  
Siamese cats are very low maintenance. They are easy to care for as their close lying coats need 
little grooming, a gentle brush every few days or stroking with damp hands will remove dead 
hair.
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暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

  

　
平
成
１７
・
１８
年
度 

●
岩
倉
市
社
会
教
育
関
係 

　
団
体
登
録
申
請
受
付 

  
　
生
涯
学
習
課
で
は
、
社
会
教
育
活

動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
岩

倉
市
社
会
教
育
関
係
団
体
の
登
録
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
登
録
要
件 

①
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
、

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と 

②
規
約
を
有
し
、
役
員
に
つ
い
て
の

規
定
が
あ
る
こ
と 

③
自
己
財
源
を
有
し
、
か
つ
経
理
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と 

④
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
か
つ
主

た
る
活
動
の
場
所
が
市
内
に
あ
る
こ

と ⑤
構
成
員
が
１０
人
以
上
で
、
そ
の
構

成
員
が
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め

で
あ
る
こ
と 

⑥
特
定
の
政
党
、
宗
教
に
関
与
し
な

い
団
体
お
よ
び
、
営
利
を
目
的
と
し

な
い
団
体
で
あ
る
こ
と 

▼
申
請
期
間
　
１１
月
１
日
　
〜
２６
日

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時 

▼
申
請
場
所
　
生
涯
学
習
課
で
受
け

付
け
ま
す
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）
。 

※
申
請
書
類
は
、
生
涯
学
習
課
に
あ

り
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

  

●
所
得
税
の
青
色
決
算
と 

　
年
末
調
整
説
明
会 

  

　
平
成
１６
年
分
の
所
得
税
の
青
色
決

算
等
説
明
会
と
源
泉
所
得
税
の
年
末

調
整
等
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。 

　
説
明
会
に
ご
出
席
の
際
に
は
、
先

に
お
送
り
し
た
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

▼
と
き
　
１１
月
２４
日
　 

★
青
色
決
算
等
説
明
会
…
午
前
１０
時

〜
正
午（
受
付
は
午
前
９
時
３０
分
〜
） 

★
年
末
調
整
等
説
明
会
…
午
後
１
時

１５
分
〜
３
時
１５
分
（
受
付
は
午
後
零

時
４５
分
〜
） 

▼
と
こ
ろ
　
小
牧
市
市
民
会
館
（
小

牧
市
小
牧
２
―
１
０
７
） 

※
当
日
ご
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
１１

月
２２
日
　
に
春
日
井
市
東
部
市
民
セ

ン
タ
ー
（
春
日
井
市
中
央
台
２
―
２

―
１
）
で
開
催
さ
れ
る
説
明
会
に
も

出
席
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
開
催
時
間
、
受
付
開
始
時

間
は
、
青
色
決
算
・
年
末
調
整
と
も

に
２４
日
と
同
じ
で
す
。 

▼
問
合
先
　
小
牧
税
務
署
（
☎
０
５

６
８
―
７
２
―
２
１
１
１
青
色
決
算

等
説
明
会
担
当
…
個
人
課
税
第
一
部

門
、
年
末
調
整
等
説
明
会
担
当
…
法

人
課
税
第
七
部
門
）  

         

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

み
ど
り
の
家   

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
１１
月
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
テ
ィ
ア

ラ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
で
童
謡
の
世
界

に
ご
案
内
し
ま
す
。
や
わ
ら
か
な
澄

ん
だ
歌
声
を
皆
さ
ん
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も

自
由
に
聴
け
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。 

▼
と
き
　
１１
月
１４
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
テ
ィ
ア

ラ ▼
主
な
曲
　
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
、

と
う
り
ゃ
ん
せ
、
き
し
ゃ
ぽ
っ
ぽ
　 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
あ
ゆ
み
の
家
講
演
会 

  

　
あ
ゆ
み
の
家
で
は
、
心
身
の
発
達

に
遅
れ
や
つ
ま
づ
き
の
あ
る
子
ど
も

の
育
児
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

講
演
会
を
行
い
ま
す
。
　 

▼
と
き
　
１１
月
１７
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
演
題
　
「
息
子
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」 

▼
講
師
　
安
藤
明
夫
さ
ん
（
中
日
新

聞
社
生
活
部
部
長
）
　 

▼
問
合
先
　
あ
ゆ
み
の
家
（
☎
６
６

―
５
９
０
１
） 

  

●
史
跡
公
園
月
釜 

  

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
日
本
の

伝
統
文
化
に
気
軽
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
お
茶
会
を

開
催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１１
月
２１
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
（
雨
天
決
行
） 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家

（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８
―
６
１
０

１
） 

▼
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹

茶
と
お
菓
子
） 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
社
本

社
中 

　 

▼
と
き
　
１２
月
１２
日
　
午
前
９
時
〜

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、 

（月） 

（月） 

（水） 

（水） 

（金） 

（日） （日） 

（日） 

手続き 
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あ
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▼
申
請
場
所
　
生
涯
学
習
課
で
受
け

６
８
―
７
２
―
２
１
１
１
青
色
決
算

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
社
本

社
中 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３
８
―
５
８

１
９
） 

  ●
母
子
・
父
子
家
庭
親
睦

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

  　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
母
子
・

父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
に
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
親
子
で
楽
し
く
ふ
れ
あ
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
母
子

・
父
子
家
庭
の
親
子 

▼
と
き
　
１１
月
２３
日
　
（
祝
日
）
午

後
１
時
３０
分
〜 

▼
と
こ
ろ
　
小
牧
国
際
ボ
ウ
ル 

▼
費
用
　
無
料 

▼
定
員
　
３０
組
（
先
着
順
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
） 

       
　 

        

●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

　
ッ
ト
出
店
者
 

  

　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所
駐
車
場
で

開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１２
月
１２
日
　
午
前
９
時
〜

正
午 

※
雨
天
の
場
合
は
、
１９
日
　
に
延
期

し
ま
す
。 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

▼
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗（
先
着
順
） 

▼
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
あ
た
り

間
口
３
㍍
×
奥
行
２
㍍
の
予
定 

▼
募
集
期
間
　
１１
月
１６
日
　
〜 

▼
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
で
、
高
校
生
以
上
の
個
人 

▼
出
店
費
用
　
無
料 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】 

　
飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
品

物
、
営
利
を
目
的
と
し
た
物
を
販
売

す
る
こ
と
は
禁
止
し
ま
す
。 

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、 

販
売
を
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
に

用
意
し
て
あ
る
出
店
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
１
人
に
つ
き
１
店
舗

受
け
付
け
ま
す
。 

　
な
お
、
電
話
で
の
受
け
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
 

　
参
加
者 

  

　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

第
５８
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
を

開
催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

▼
と
き
　
１１
月
２１
日
　
午
前
１０
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は
、
２８
日
　
に
延
期

し
ま
す
。 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

▼
種
目
　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
ま
た
は
、
在
学
の
人
（
高
校

生
以
上
対
象
） 

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円 

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎

６
６
―
２
２
２
２
） 

（火） 

（火） 

（日） 

（日） 

（日） 

（日） 

 

　一宮地場産業ファッションデザインセンター（略称ＦＤＣ）では、繊
維産業振興の一環として、テキスタイル産業における創造力の強化、
人材の育成を目指し、ユーロ・テキスタイル・セレクション、ユーロ・
テキスタイル・ビジョンおよびジャパン・テキスタイル・コンテスト
２００４優秀作品展を「Bishu Textile Exhibition」として同時開催
します。　 
　と　き　１１月１７日(水)～１９日(金）午前１０時～午後５時 
　ところ　一宮地場産業ファッションデザインセンター(一宮市大和
　町馬引字南正亀４―１)  
　内　容　 
★ＥＵＲＯ　ＴＥＸＴＩＬＥ　ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ 
　「ヨーロッパ素材による２００５／２００６秋冬素材の提案」 
　　ヨーロッパ市場を中心に収集した、２００５／２００６秋冬向け生地
　１００点、アパレル８シルエットの展示、紹介を行います。 
★ＥＵＲＯ　ＴＥＸＴＩＬＥ　ＶＩＳＩＯＮ 
　「ネリーロディ　２００６春夏トレンドパネル展」 
　　世界のファッショントレンドを４つのテーマに分類し、素材トレン
　ド情報をより具体的に提案するため、さまざまな素材をパネルに
　して展示し、随時担当スタッフによる説明も行います。 
★ＪＡＰＡＮ　ＴＥＸＴＩＬＥ　ＣＯＮＴＥＳＴ 
　「ジャパンテキスタイルコンテスト２００４優秀作品展」 
　　グランプリをはじめコンテスト入賞作品等優秀な作品を広く、一
　般に展示、紹介を行います。 
【併催行事】 
ＪＴＣネリーロディ２００６春夏ファッショントレンドセミナー 
　と　き　１１月１７日（水）午後２時～３時３０分 
　ところ　ＦＤＣ４階視聴覚室　 
　内　容　ヨーロッパのトレンド発信企業「ネリーロディ社」のファ
　ッショントレンド情報を、映像を交えて説明します。 
　受講料　２，０００円 
ＦＤＣマーケットセミナー 
　と　き　１１月１９日（金)午後１時３０分～４時２０分 
　ところ　ＦＤＣ４階視聴覚室 
　受講料　２，０００円 
　定　員　９０人 
★第１部…午後１時３０分～２時５０分 
　講　師　浅田龍一さん（㈱伊勢丹新宿店ＭＤ統括部婦人服第一営
　業部商品担当部長） 
★第２部…午後３時～４時２０分 
　講　師　富塚晶子さん（ファッション・コーディネーター）　 
愛知県産業技術研究所　尾張繊維技術センター試作展 
繊維関連企業展㈱ココラック、㈱ブレレイン 
　問合先　一宮地場産業ファッションデザインセンター（☎０５８６―４
　６―１３６１） 

▲
 ▲
 
▲
 

▲
 ▲
 ▲
 
▲
 
▲
 ▲
 ▲
 ▲
 
▲
 

▲
 

▲
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理」 

攻 

ー 

   
　 

 

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
出
演
者 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
毎
月
１
回
開
催
し

て
い
る
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
出

演
者
を
募
集
し
ま
す
。 

　
１
人
ま
た
は
、
グ
ル
ー
プ
、
家
族

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
ま
せ
ん
か
。 

▼
開
催
日
時
　
土
曜
日
ま
た
は
、
日 

曜
日
午
後
２
時
か
ら
１
時
間
程
度 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
音
楽
に
関
心
が
あ
り
、

演
奏
で
き
る
人
、
グ
ル
ー
プ
（
た
だ

し
音
楽
教
室
の
発
表
会
等
は
除
き
ま

す
） 

※
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。 

▼
受
付
　
随
時
（
平
成
１７
年
７
月
以

降
す
べ
て
の
月
が
空
い
て
い
ま
す
） 

▼
そ
の
他
　
出
演
者
の
謝
礼
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ

　
ン
タ
ー
登
録
団
体 

  

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
を

ご
存
知
で
す
か
？ 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
増
進
お
よ

び
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
施
設
と

し
て
、
平
成
１５
年
４
月
に
第
一
児
童

館
が
く
す
の
き
の
家
に
移
転
し
た
あ

と
を
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し
た
も

の
で
す
。 

　
こ
の
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
多
く

の
団
体
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

登
録
団
体
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
対
象
　
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る
団
体 

▼
受
付
期
間
　
月
〜
土
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
６
時 

▼
登
録
申
請
・
問
合
先
　
第
一
児
童

館（
☎
３
８
―
１
１
０
６
） 

  

●
児
童
館
・
地
域
交
流
セ

　
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家
パ

　
ー
ト
職
員
の
登
録 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
児
童
館
お
よ
び
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家
パ
ー

ト
職
員
の
登
録
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

　
登
録
の
あ
る
人
か
ら
必
要
に
応
じ

て
パ
ー
ト
職
員
の
採
用
を
し
て
い
ま

す
。 

▼
応
募
資
格
　
６５
歳
ま
で
の
健
康
な

人
。
な
お
、
保
育
士
・
教
員
資
格
等

を
有
す
る
人
を
優
先
し
ま
す
が
、
資

格
の
な
い
人
も
登
録
を
受
け
付
け
ま

す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
） 

         

●
一
宮
地
場
産
業
Ｆ
Ｄ
Ｃ 

　
手
描
き
染
教
室
・
手
織 

　
教
室 

  

　
一
宮
地
場
産
業
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
略
称
Ｆ
Ｄ
Ｃ
）

で
は
、
繊
維
産
業
の
発
展
と
地
域
文

化
の
向
上
を
目
指
し
て
、
手
描
き
染

教
室
と
手
織
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
の
人
も
気
軽
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
教
室
で
す
。 

手
描
き
染
教
室 

▼
と
き
　
１２
月
１
日
・
１５
日
・
２２
日
、

平
成
１７
年
１
月
５
日
・
１２
日
・
１９
日

（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）
午
前
１０
時
〜

正
午 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
地
場
産
業
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
４
階
研

修
室 

▼
講
師
　
冨
田
悦
子
さ
ん
（
堀
江
染

織
研
究
所
） 

▼
内
容
　
ハ
ン
カ
チ
に
よ
る
色
見
本

作
成
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
の
手
描

き
染
、
ハ
ン
カ
チ
の
藍
染 

▼
受
講
料
　
３
千
円
（
他
に
材
料
費

が
２
千
円
程
度
必
要
） 

▼
定
員
　
２５
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
期
間
　
１１
月
８
日
　
〜
１９
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

手
織
教
室 

▼
と
き
　
１２
月
２
日
・
９
日
・
１６
日
、

平
成
１７
年
１
月
６
日
・
１３
日
・
２０
日

（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分
（
初
日
は
午
後
１
時

〜
、
１
月
１３
日
の
み
午
前
１０
時
〜
正

午
） 

▼
と
こ
ろ
　
津
島
児
童
科
学
館
（
津

島
市
南
新
開
町
２
―
７４
） 

▼
講
師
　
駒
澤
え
つ
こ
さ
ん
（
手
織

知
多
木
綿
や
ま
も
も
）
、
松
田
小
百

合
さ
ん
（
助
手
） 

▼
内
容
　
マ
フ
ラ
ー 

▼
受
講
料
　
３
千
円
（
他
に
材
料
費

が
１
千
円
程
度
必
要
） 

▼
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
期
間
　
１１
月
８
日
　
〜
１９
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

▼
申
込
・
問
合
先
　
一
宮
地
場
産
業

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

（
一
宮
市
大
和
町
馬
引
字
南
正
亀
４

―
１
☎
０
５
８
６
―
４
６
―
１
３
６

１
） 

 

し
ま
す
。 

　 

（月） （月） 

（金） （金） 

人に会う旅パートXⅢ　ピナトゥボ交流訪問団 人に会う旅パートXⅢ　ピナトゥボ交流訪問団 
　社会教育関係団体の岩倉市国際交流協会 
では、フィリピン・ピナトゥボ交流訪問団の団員
を募集します。 
　内容　岩倉市国際交流協会では、フィリピン・
　ピナトゥボ火山地域への訪問を毎年実施し、
　今回で１３回目を迎えます。 
　　今までに、小中学生を含む２００人以上の人
　が参加し、ホームステイをしながら、小学校
　児童との交流など、心温まる多くの出会いを
　体験してきました。 
　訪問期間　平成１７年３月２６日（土）～３１日（木） （現地の都合等で日程が１～２
　日程度変更になる場合があります） 
　募集人数　大人１０人、子ども（小学５年生～中学生）１０人程度。 
　※申し込み多数の場合は先着順。 
　参加費　約１３万円（渡航費等） 
　　パスポートをお持ちでない人は手続きの費用が必要です（１４歳以下の子ども
　は、ビザの手続き費用も必要となります）。 
　申込期限　１１月２８日（日） 
　後援　岩倉市、岩倉市教育委員会 
　申込・問合先　岩倉市国際交流協会事務局（内藤☎６６－７３４７または、関戸☎６６
　－７９４３） 

 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

と
み 

た  

え
つ  

こ 

ま
つ 

だ     

さ   

ゆ 

り 

こ
ま
ざ
わ 

 

講座  
教室  
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愛知県精神保健福祉センター 

所長　大重　　三郎 

大口町社会福祉協議会 

福祉活動専門員　佐藤　友康 

尾張北部地域生活支援センター 

精神保健福祉士　渡辺　久佳 

尾北精神障害者家族会しらゆり会 

会長　米本　勝 

くれよん 

代表　桜井　ふじ美 
保健所職員 

と　き 

※講座終了後、希望者に施設実習をします。 

内　容 講　師 ところ 

「心の病について」 

「ボランティア論」 

「地域で生活を 
支えるとは」 

「こころ病む人とともに」 
―家族として―  

「ボランティアグループ 
くれよんの活動」 
グループミーティング 

１１月３０日（火） 

午後 
1時３０分 

３時３０分 

　９：３０ 

１０：００ 

１２：００ 

１２月　７日（火） 

１２月１４日（火） 

１２月１８日（土） 
※ 

大口町健康文
化センター「ほ
ほえみプラザ」
１階多目的室
（丹羽郡大口
町伝右１－３５
☎９４－１２２２） 

しらゆり作業所
（江南市勝佐
町東郷１７７☎５
６－８０３１） 

〜 

１日目　１２月５日（日） ２日目　１２月１１日（土） 

受付・あいさつ 

休　憩 

知っておきたいシリーズ1 
「福祉を取り巻く現状と課題」 
－これから福祉職場を目指す人に－ 

身体障害者療護施設　珠藻荘 

施設長　太田育郎 

知っておきたいシリーズ3 
「高齢者の心理・障害者（児）の心理」 

愛知新城大谷大学福祉心理専攻 
助教授 臨床心理士 

目黒達哉 

知っておきたいシリーズ4 
「笑顔の介護を目指して」 
－６０％介護のすすめ－ 

日本福祉大学社会福祉総合研修センター 

講師　宮田ともえ 

高浜安立荘居宅介護支援事業所 

主任　西脇克峰 

知っておきたいシリーズ2 
私の職場「在宅介護支援センター」 
－在宅介護支援センターの一日－ 

福祉人材センター 

人材養成研修部長　矢田卓夫 

「福祉人材無料職業紹介業務から 
見た現在の福祉職場の状況」 

〜 

１０：３０ 

１２：００ 
〜 

１３：００ 

１５：００ 
〜 

１３：００ 

１４：３０ 
〜 

１４：４０ 

１５：３０ 
〜 

普通救命講習会  
　消防署では、通報を受けてから救急車が到着す
るまでの間、身近にいる人が適切な応急手当がで
きるよう、心肺蘇生法や止血法の講習会を行います。
講習は無料です。 
　と　き　毎月９日午後１時３０分～ 
　ところ　消防署２階大会議室 
　申込方法　随時、消防署で受け付けています（電
　話可）。 
　問合先　消防署（☎３７―５３３３） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

愛知県社会福祉会館３階多目的会議室 

▼
開
催
日
時
　
土
曜
日
ま
た
は
、
日 

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

い
ま
す
。 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
地
場
産
業
フ
ァ
ッ

１
） 

  
　
〜
地
域
と
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
〜 

●
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン 

　
テ
ィ
ア
養
成
講
座 

  

　
心
の
病
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

問
題
で
す
。
心
の
健
康
問
題
に
つ
い

て
考
え
、「
こ
こ
ろ
病
む
人
」
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
自
立
と
社
会
参
加

を
支
援
す
る
た
め
に
、
精
神
保
健
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
等
　
表
の
と
お
り 

▼
対
象
者
　
心
の
健
康
や
「
こ
こ
ろ

病
む
人
」
の
問
題
に
関
心
が
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る

人 ▼
定
員
　
４０
人
（
先
着
順
）
　 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
方
法
　
１１
月
８
日
　
か
ら
江

南
保
健
所
地
域
保
健
課
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健
所
地

域
保
健
課
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

 

 

 

　 

 

●
平
成
１６
年
度
福
祉
人
材

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習

　
会
（
中
級
コ
ー
ス
） 

  

　
社
会
福
祉
施
設
等
で
仕
事
を
希
望

す
る
人
の
う
ち
、
福
祉
の
現
場
で
働

い
た
経
験
が
あ
り
、
愛
知
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹

介
所
に
求
職
登
録
を
し
て
い
る
人
、

お
よ
び
、
福
祉
系
学
校
の
学
生
等
を

対
象
に
し
て
、
福
祉
の
基
本
的
考
え

方
や
介
護
技
術
に
関
す
る
知
識
を
習

得
し
、
少
し
で
も
就
職
活
動
が
容
易

に
な
る
よ
う
に
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。 

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

▼
対
象
者
　 

　
愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
福
祉

人
材
無
料
職
業
紹
介
所
の
求
職
登
録

者
で
当
講
習
会
入
門
コ
ー
ス
を
受
講

し
た
人
　 

　
福
祉
系
学
校
の
学
生
等
　 

　
そ
の
他
福
祉
の
仕
事
の
経
験
者
お

よ
び
こ
れ
と
同
等
の
知
識
を
有
す
る

人
　 

※
対
象
者
以
外
で
も
希
望
が
あ
れ
ば

受
講
可
能
と
し
ま
す
。 

▼
定
員
　
１
５
０
人 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。
　 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
方
法
　
１１
月
１９
日
　
ま
で
に

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入 

の
う
え
、
愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
主
催
　
愛
知
県
、
愛
知
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー 

▼
協
力
　
豊
橋
市
・
小
牧
市
各
社
会

福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
バ
ン
ク 

▼
後
援
（
予
定
）
　
名
古
屋
市
、
豊 

橋
市
、
小
牧
市
、
中
日
新
聞
社
会
事

業
団
、
東
海
テ
レ
ビ
福
祉
文
化
事
業

団
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
（
〒
４
６
０
―
０
０
０
２
名
古

屋
市
中
区
丸
の
内
２
―
４
―
７
☎
０

５
２
―
２
３
１
―
３
２
２
４
） 

（月） 

（金） 

（１） （２） （３） 

おお た いく  お 
め ぐろ 

おおしげ 

ともやす さ とう 

ひさ か わたなべ 

まさる よねもと 

み さくら い 

らいざぶろう 

にしわきかつみね 

たつ や 

みや た 

や　だ たく お 
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●
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
育
児
・
介
護
等
で
退
職
し
、
将
来

的
に
再
就
職
を
希
望
す
る
人
。
再
就

職
の
準
備
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
に
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

▼
と
き
　
１１
月
２６
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
師
勝
町
民
総
合
体
育
館 

▼
内
容
　 

★
講
義
「
再
就
職
の
ポ
イ
ン
ト
〜
い

か
に
自
分
を
売
り
込
む
か
〜
」 

・
講
師
…
伴
由
紀
子
さ
ん
（
伴
人
事

労
務
研
究
所
） 

★
講
義
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
」 

・
講
師
…
森
眞
江
さ
ん（
ア
ル
ト
・
キ

ャ
リ
ア
開
発
） 

★
再
就
職
者
体
験
発
表 

★
再
就
職
希
望
者
登
録
者
支
援
事
業

等
の
説
明
・
相
談 

▼
対
象
者
　
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、

介
護
等
で
退
職
し
、
将
来
再
就
職
を

希
望
す
る
人 

▼
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
主
催
　
　
２１
世
紀
職
業
財
団
愛
知

事
務
所 

▼
共
催
　
師
勝
町 

▼
託
児
　
あ
り
（
１
歳
以
上
就
学
前

ま
で
の
子
）
、
無
料 

▼
申
込
・
問
合
先
　
　
２１
世
紀
職
業

財
団
愛
知
事
務
所
（
☎
０
５
２
―
５

８
６
―
７
２
２
２
　
０
５
２
―
５
８

６
―
７
２
２
５
） 

         

●
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診 

  

　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
密
度
が

低
く
な
り
骨
が
も
ろ
く
な
っ
て
し
ま

う
状
態
を
い
い
、
女
性
に
よ
く
み
ら

れ
ま
す
。
腰
の
痛
み
や
、
思
わ
ぬ
骨

折
な
ど
を
経
験
し
て
は
じ
め
て
気
づ

く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
検
診

を
受
け
、
自
分
の
骨
密
度
を
知
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！ 

▼
検
診
日
時
　
１１
月
２５
日
　
・
２６
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
４０
分 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
検
査
方
法
　
踵
骨
超
音
波
骨
密
度

測
定 

▼
対
象
　
１８
歳
以
上
で
市
内
に
お
住

ま
い
の
女
性
（
昭
和
６２
年
３
月
３１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
） 

▼
定
員
　
２
０
０
人
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
、
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
費
用
　
４
０
０
円
（
検
診
時
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
） 

▼
申
込
期
間
　
１１
月
４
日
　
〜
１２
日

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
　
　
　 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

  

●
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

　
受
け
て
い
な
い
人
へ 

  

風
し
ん
と
は
？ 

　
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
か

ら
１４
〜
２１
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
発

熱
と
と
も
に
全
身
に
淡
い
発
疹
が
出

現
し
ま
す
。
通
常
３
日
程
度
で
消
失

し
、
発
熱
は
麻
し
ん
の
よ
う
に
高
熱

が
続
く
こ
と
は
少
な
く
微
熱
程
度
で

終
わ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
　

　
そ
の
他
の
症
状
と
し
て
耳
の
後
ろ

や
頚
部
や
後
頭
下
部
の
リ
ン
パ
節
が

腫
れ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。 

　
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に
罹

患
す
る
と
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
が
胎

盤
を
介
し
て
胎
児
に
感
染
し
、
出
生

児
が
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
２
か

月
以
内
の
女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る

と
、
出
生
児
は
、
白
内
障
、
先
天
性

の
心
臓
病
、
難
聴
の
２
つ
以
上
を
持

っ
て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
多
く
、

妊
娠
３
〜
５
か
月
に
感
染
し
た
場
合

で
も
難
聴
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。 

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う 

　
特
に
こ
れ
か
ら
妊
娠
す
る
予
定
で

あ
っ
て
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

な
い
人
や
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
予
防
接
種
に
よ
っ
て
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を
防
止
で

き
ま
す
の
で
、
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
接
種
に
つ
い
て
は
直
接
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
予
防

接
種
を
実
施
し
て
い
な
い
医
療
機
関

も
あ
り
ま
す
）
。
費
用
は
本
人
負
担

に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
１
歳
か
ら
７
歳
６
か
月
ま

で
の
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
広
報
ま
た
は
、

予
防
接
種
実
施
計
画
表
を
ご
確
認
の

う
え
、
体
調
の
良
い
時
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

         

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
１０
月
１５
日
現
在
） 

▼
譲
り
ま
す
　
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
、
ゴ

ル
フ
セ
ッ
ト
一
式
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
　
　 

▼
あ
げ
ま
す
　
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
一
式 

▼
求
め
ま
す
　
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
剣

道
防
具
一
式
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ラ
ッ
ク
式
、
幼
児
用
自
転
車
（
５
、

６
歳
用
） 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

 

 ●
預
金
保
険
制
度 

  

　
平
成
１７
年
４
月
以
降
は
、
当
座
預

金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金

（
決
済
用
預
金
）
は
預
金
の
全
額
、

ま
た
、
定
期
預
金
や
利
息
の
つ
く
普

通
預
金
に
つ
い
て
は
、
預
金
者
１
人

当
た
り
、
元
本
１
千
万
円
ま
で
と
そ

の
利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。 

　
決
済
用
預
金
と
は
、
「
無
利
息
要

求
払
い
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
」
と
い
う
要
件
を
満
た
す
も
の

で
す
。 

▼
預
金
保
険
制
度
加
入
金
融
機
関 

銀
行
（
国
内
に
本
店
が
あ
る
も
の
）
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、

信
金
中
央
金
庫
、
全
国
信
用
共
同
組

合
連
合
会
、
労
働
金
庫
連
合
会 

※
農
協
、
漁
協
、
水
産
加
工
協
等
は

別
途
、
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保

険
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
預
金
保
険
機
構
（
☎
０

３
―
３
２
１
２
―
６
０
２
９
）
、
東

海
財
務
局
総
務
部
財
務
広
報
（
☎
０

５
２
―
９
５
１
―
１
７
７
８
）
お
よ

び
、
各
金
融
機
関
窓
口 

（木） 

（金） 

（木） 

（金） 

（金） 

」 」 
協
を
作

市
ひ、

 

 
校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

校  

相 談 
その他 

ば
ん  

ゆ   

き   

こ 

も
り
ま
さ  

え 

り 

か
ん 

健康  
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６
―
７
２
２
５
） 

時
３０
分
〜
午
後
５
時
　
　
　 

い
人
は
、
予
防
接
種
に
よ
っ
て
先
天

ル
フ
セ
ッ
ト
一
式
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

び
、
各
金
融
機
関
窓
口 

「火は消した？　いつも心に　きいてみて」 「火は消した？　いつも心に　きいてみて」 
防火ポスター優秀作品 

秋の全国火災予防運動 

平成１６年度防火ポスター優秀作品展示先一覧表 

　「秋の全国火災予防運動」の一環として、岩倉市危険物安全協
会主催、岩倉市後援で市内の小学６年生を対象に防火ポスターを
募集したところ４６１点の応募があり、その中から次の皆さんの作
品が優秀作品として選ばれました。 
　作品は、火災予防運動期間中（１１月９日～１５日）、市役所２階市
民ギャラリーと市内の金融機関に展示しますので、皆さん、ぜひ、
ご覧ください。 
　問合先　消防本部総務課予防防災係（☎３７―５３３３内線２２２） 

　この季節は、空気が乾燥し火災の起こりやすい時期となり、ちょっとしたこ
とで取り返しのつかない火災につながります。火の用心に心がけてください。 
　１１月９日（火）から１５日（月）までの秋の全国火災予防運動期間中には、セ
スナ機による空からのＰＲ（１０日と１５日）また、１０日（水）には、岩倉市消防本
部と岩倉市危険物安全協会が市内で防火ＰＲを実施します。 
今年の岩倉市の火災状況 
　今年１月から９月までの市内の火災状況は、建物火災４件、その他（枯草･積
わら等）火災１５件、車両火災２件で合計２１件となっています。 
　また、火災による負傷者は５人となっています。 
　主な火災の原因については、放火（疑いを含む）１１件、天ぷら油の加熱に
よる出火２件の順になっています。 
　これから火災の発生しやすい時期になりますので、次の事に注意してくだ
さい。 
【火の用心　６つのポイント】 
★家のまわりに燃えやすいものを置かない。　 
★寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。 
★天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。 
★子どもには、マッチやライターで遊ばせない。 
★電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。 
★ストーブには、燃えやすいものを近づけない。 
※火災を発見したら、一刻も早く１１９番通報を！ 

岩倉市役所 

展　示　先 賞　名 氏　　名 学　校　名 展　示　先 賞　名 氏　　名 学　校　名 

UFJ銀行 
岩倉支店 

愛知銀行 
岩倉支店 

十六銀行 
岩倉支店 

中京銀行 
岩倉支店 

名古屋銀行 
岩倉支店 

いちい信用金庫 
愛北営業部 

愛知北 
農業協同組合 
岩倉支店 

岐阜銀行 
岩倉支店 

市 長 賞  

議 長 賞  

協 会 長 賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

特 選  

入 選  

入 選  

佳 作  

佳 作  

佳 作  

佳 作  

金 融 機 関 賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

佳 作  

金 融 機 関 賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

佳 作  

金 融 機 関 賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

佳 作  

曽 野 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

岩 倉 東 小 学 校  

五 条 川 小 学 校  

岩 倉 東 小 学 校  

五 条 川 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

五 条 川 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

五 条 川 小 学 校  

岩 倉 東 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

岩 倉 東 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

五 条 川 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

岩 倉 東 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

五 条 川 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

岩 倉 東 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

岩 倉 東 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

五 条 川 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

五 条 川 小 学 校  

岩 倉 東 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

五 条 川 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

岩 倉 東 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

曽 野 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

岩 倉 東 小 学 校  

岩 倉 北 小 学 校  

五 条 川 小 学 校  

岩 倉 南 小 学 校  

増 田 千 歳  

星 　 咲 花  

山 内 千 怜  

栗 原 彩 乃  

谷 口 雄 一 朗  

日 高 朋 紀  

牛 澤 朋 美  

服 部 　 唯  

内 藤 真 衣 子  

青 山 稜 平  

伊 藤 菜 月  

黒 田 絵 理 奈  

加 藤 大 隆  

杁 本 菜 津 美  

新 福 ゆ い  

村 上 里 美  

櫻 井 祐 月  

榊 原 崇 文  

大 沼 　 翠  

石 田 麻 奈  

山 田 千 佳 代  

前 　 伸 一  

伊 藤 瑠 美  

清 水 美 帆  

水 越 朱 音  

石 黒 卓 也  

黒 木 め ぐ み  

浅 井 あ か ね  

堀 部 真 司  

西 脇 理 乃  

水 野 　 優  

真 野 安 由 美  

宮 田 真 衣  

柴 田 将 貴  

広 崎 友 乃  

桑 原 千 恵  

長 谷 川 純 子  

馬 路 祥 子  

加 藤 春 香  

岡 本 久 理 恵  

鈴 木 大 河  

伊 藤 由 季  

宮 川 俊 樹  

伊 藤 綾 美  

海 野 真 希  

吉 川 文 野  

丹 羽 え り 奈  

桐 山 紗 綾  

岸 田 久 美  

水 野 智 恵 理  

伊 藤 早 希  

菊 谷 真 季 子  

塚 原 良 和  

橋 本 大 佑  

橋 口 孝 太  

野 口 礼 奈  

今 井 宏 典  

片 岡 優 貴  

　 山 佳 代  

藤 田 彩 菜  

堀 江 星 哉  

太 田 聖 弥  

仲 　 歩 美  

伊 藤 亜 希  

大 谷 尚 子  

山 下 莉 里 佳  

伊 藤 永 里 菜  

杁 本 朱 里  

田 路 沙 耶  

谷 口 智 美  

金 融 機 関 賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

佳 作  

金 融 機 関 賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

佳 作  

金 融 機 関 賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

佳 作  

金 融 機 関 賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

佳 作  

金 融 機 関 賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

佳 作  

▼
 

▼
 　市長賞 

増田千歳 
（曽野小学校） 

▼
 

　議長賞　 

星　咲花 
（岩倉北小学校） 

ます だ  ち  とせ 

ほし　   さき か 
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●
道
路
交
通
法
の
一
部
が

　
改
正
さ
れ
ま
す 

  

　
平
成
１６
年
６
月
９
日
に
公
布
さ
れ

ま
し
た
改
正
道
路
交
通
法
の
一
部
が
、

１１
月
１
日
　
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

　
主
な
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。 

　
事
故
の
被
害
者
、
加
害
者
に
な
ら

な
い
よ
う
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。 

携
帯
電
話
等
の
使
用
等
に
関
す
る
罰

則
の
見
直
し
　 

　
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車
を
運

転
中
に
携
帯
電
話
等
を
手
で
持
っ
て

通
話
の
た
め
に
使
用
し
た
り
、
画
像

を
注
視
し
た
り
す
る
と
罰
則
の
対
象

に
な
り
ま
す
。 

▼
反
則
金
　 

★
大
型
…
７
千
円 

★
普
通
…
６
千
円 

★
二
輪
…
６
千
円 

★
原
付
…
５
千
円 

★
点
数
…
１
点 

　
な
お
、
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ

た
場
合
は
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
な

ど
罰
則
が
更
に
重
く
な
り
ま
す
。 

飲
酒
運
転
対
策 

　
飲
酒
運
転
の
呼
気
検
査
拒
否
に
対

す
る
罰
金
が
、
５
万
円
以
下
か
ら
３０

万
円
以
下
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

違
法
駐
車
対
策
　 

　
放
置
駐
車
違
反
を
し
て
レ
ッ
カ
ー

移
動
さ
れ
た
車
両
の
保
管
期
間
が
、

３
か
月
か
ら
１
か
月
に
短
縮
さ
れ
ま

す
。 

暴
走
族
対
策
　
　 

　
集
団
暴
走
行
為
に
つ
い
て
は
、
迷

惑
や
危
険
に
あ
っ
た
人
が
い
な
い
場

合
で
も
、
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。 

▼
罰
則
　
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、 

５０
万
円
以
下
の
罰
金 

　
な
お
、
騒
音
運
転
等
に
対
す
る
反 

則
金
が
新
設
さ
れ
ま
す
。 

▼
反
則
金
　 

★
大
型
…
７
千
円 

★
普
通
…
６
千
円 

★
二
輪
…
６
千
円 

★
原
付
…
５
千
円 

★
点
数
…
２
点
（
改
正
前
と
同
じ
） 

　
ま
た
、
場
合
に
よ
り
罰
則
が
適
用 

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
５
万
円
以
下

の
罰
金
と
な
り
ま
す
。 

　
消
音
器
不
備
車
を
運
転
し
た
人
に

対
す
る
処
罰
が
２
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
、
科
料
か
ら
５
万
円
以
下
の

罰
金
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通
課
　

（
☎
５
６
―
０
１
１
０
内
線
４
１
０
） 

  

●
１
１
９
番
通
報
は
お
ち
つ

　
い
て
正
確
に 

  

　
１１
月
９
日
　
は「
１
１
９
番
の
日
」

で
す
。 

　
火
災
や
救
急
で
１
１
９
番
に
通
報

さ
れ
る
と
き
は
、
気
が
動
転
し
が
ち

で
発
生
場
所
や
状
況
を
正
確
に
伝
え

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で

す
。 

　
１
１
９
番
に
通
報
さ
れ
る
と
次
の

順
に
聞
い
て
い
き
ま
す
。 

①
「
火
災
」
か
「
救
急
」
の
災
害
種

別 ②
発
生
場
所
ま
た
は
、
目
標
と
な
る

建
物 

③
火
災
状
況
、
救
急
の
傷
病
者
の
状

態 ④
通
報
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど 

　
な
お
、
岩
倉
市
内
か
ら
携
帯
電
話

で
１
１
９
番
通
報
さ
れ
た
場
合
は
、

一
宮
市
消
防
署
、
ま
た
、
一
部
地
域

で
は
、
名
古
屋
市
消
防
局
、
春
日
井

市
消
防
署
に
入
っ
て
か
ら
岩
倉
市
消

防
署
の
通
信
指
令
室
に
転
送
さ
れ
ま

す
。 

　
そ
の
た
め
通
報
す
る
時
は
確
実
に

場
所
を
把
握
し
て
か
ら
、
お
ち
つ
い

て
通
報
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
消
防
署
消
防
係
（
☎
３

７
―
５
３
３
３
内
線
１
１
７
）  

  
●
愛
知
県
最
低
賃
金 

  

　
ご
存
知
で
す
か
。
愛
知
県
最
低
賃

金
は
、
１０
月
１
日
か
ら
時
間
額
６
８

３
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。  

　
な
お
、
愛
知
県
の
産
業
別
最
低
賃

金
（
８
件
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

改
正
作
業
中
で
す
の
で
、
今
後
の
改

正
状
況
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
江
南
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
５
４
―
２
４
４
３
） 

（月） 

（火） 

指 名 競 争 入 札 結 果  
工　　事　　名　　等 工 事 場 所 等 契　約　業　者　名 契約金額（円） 期　　間 

（９月１６日～２４日） 

９/２２～１２/２４ ４,４１０,０００ 側溝改良工事 東町地内 ㈱大栄企業 

９/２４～１１/２２ ６,１４２,５００ 舗装修繕工事（右岸１４―７工区外） 大地町地内 栗本土木㈱ 

９/２２～１１/２２ ３,７８０,０００ 区画線設置工事（その１） 八剱町外地内 中日保安設備㈱ 

９/２２～１１/２２ ２,１００,０００ 区画線設置工事（その２） 大市場町外地内 東亜ライン㈱ 

９/２７～１２/２０ ６,４０５,０００ 
配水管布設替工事 
（第２期整備計画１６―１号） 石仏町地内 桜井工業㈱ 

９/２７～１２/２０ １１,３４０,０００ 
配水管布設工事 
（第２期整備計画１６―２号） 東町地内 伊藤水道工業㈱岩倉支店 

９/２８～H１７/１/１４ ３,９３７,５００ 側溝改良工事 東町外１地内 ㈱長谷川組 

９/２８～H１７/１/１４ ２,８３５,０００ 側溝改良工事 八剱町外１地内 ㈲八信建設 

９/２９～H１７/３/２２ １０,５００,０００ 公共下水道実施設計業務 旭町地内外 中日本建設コンサルタント㈱ 
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移
動
さ
れ
た
車
両
の
保
管
期
間
が
、

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で

（
☎
５
４
―
２
４
４
３
） 

  

　
育
て
よ
う
　
自
分
に
勝
て
る
子

　
負
け
な
い
子 

●
青
少
年
健
全
育
成
県
民
運
動 

  

　
わ
が
国
の
未
来
を
担
う
青
少
年
が
、

誇
り
と
自
覚
を
身
に
付
け
、
非
行
に

陥
る
こ
と
な
く
、
豊
か
な
個
性
と
能

力
を
持
っ
た
人
間
に
成
長
す
る
こ
と

は
、
県
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
、
愛
知
県
で
は
家
庭
、

学
校
、
地
域
等
が
一
体
と
な
り
、
青

少
年
健
全
育
成
県
民
運
動
を
展
開
し

ま
す
。 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
育
て
よ
う
　
自

分
に
勝
て
る
子
　
負
け
な
い
子
」 

▼
強
調
期
間
　
１１
月
１
日
　
〜
３０
日

　
ま
で
の
１
か
月
間 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）  

  

●
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資

　
相
談
会 

  

　
岩
倉
市
商
工
会
と
国
民
生
活
金
融

公
庫
一
宮
支
店
の
共
催
で
、
年
末
資

金
、
情
報
化
投
資
向
け
の
Ｉ
Ｔ
資
金

な
ど
に
つ
い
て
、
融
資
の
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１１
月
１８
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
商
工
会
館 

主
な
融
資
制
度
の
概
要 

国
の
事
業
ロ
ー
ン 

★
融
資
金
額
　
４
千
８
０
０
万
円
以

内 ★
返
済
期
間
　
運
転
資
金
…
原
則
５

年
以
内
（
据
置
１
年
以
内
）
、
設
備

資
金
…
原
則
１０
年
以
内
（
据
置
２
年

以
内
） 

★
貸
付
利
率
　
年
１
・
７
㌫
（
固
定
、

１０
月
末
日
現
在
） 

Ｉ
Ｔ
資
金 

★
融
資
対
象
　
情
報
化
の
た
め
の
投

資
を
行
う
人
で
あ
っ
て
、
情
報
技
術

を
高
度
に
活
用
さ
れ
る
人 

★
融
資
金
額
　
７
千
２
０
０
万
円
以

内
（
運
転
資
金
は
４
千
８
０
０
万
円

以
内
） 

★
返
済
期
間
　
運
転
資
金
…
５
年
以

内
（
特
に
必
要
な
場
合
は
７
年
以
内

・
据
置
１
年
以
内
）
、
設
備
資
金
…

原
則
１５
年
以
内
（
据
置
２
年
以
内
） 

★
貸
付
利
率
　
年
０
・
８
〜
１
・
９

㌫
（
固
定
、
１０
月
末
日
現
在
） 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
（
経
済
再

生
資
金
） 

★
融
資
金
額
　
３
千
万
円
以
内 

★
融
資
期
間
　
運
転
資
金
…
原
則
５

年
以
内
（
据
置
１
年
以
内
）  

★
貸
付
利
率
　
年
１
・
７
㌫
（
固
定
、

１０
月
末
日
現
在
） 

▼
そ
の
他
　
申
し
込
み
・
相
談
を
希

望
の
人
は
、
１１
月
１２
日
　
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
連
絡
先
　
岩
倉
市
商
工
会
（
☎
６

６
―
３
４
０
０
）
ま
た
は
、
国
民
生

活
金
融
公
庫
一
宮
支
店
（
☎
０
５
８

６
―
７
３
―
３
１
３
１
） 

（月） 

（火） 

（金） 

（木） 

愛・地球博　 
　ここが見どころ ～企業パビリオン③～ 
三井・東芝館（出展者：愛・地球博　三井グループ出展者会） 
　メインアトラクションでは、スキャニングされた来館者全員が瞬時にし

てＣＧ化され、シアター画面に配役として登場する世界初の「フューチャ

ーキャストシステム」により来館者参加型シアターを展開します。「スペ

ースチャイルドアドベンチャー」と題する迫力ある宇宙冒険物語が楽しさ

と感動、さらには驚きを与えます。 

夢みる山（出展者：中日新聞プロデュース共同館組織委員会） 
　テーマゾーン（４社の共同展示）では、世界最大級の床面の映像などを駆

使した立体的演出で、地球の自然や環境の素晴らしさを体感できます。 

　オリジナルゾーン（３社の個別展示）では、各社それぞれの持つ独創的か

つ最先端の技術で、自然と科学技術の素晴らしさ、モノづくりの楽しさ、人

間交流の大切さなどを展開します。 

ガスパビリオン　炎のマジックシアター（出展者：社団法
人日本ガス協会） 
　クリーンエネルギーとして、普及拡大が期待されている天然ガスの多様

性・可能性を演出します。 

　メーンショーでは、天然ガスの炎などを使った特殊効果、映像、音楽、 

それにアクターが織り成す「ライブ感」と「エンターテインメント性」あ

ふれるショーを展開します。展示ホールでは、燃える氷「メタンハイドレ

ート」や「家庭用燃料電池」など、ガスエネルギーの未来性・多様性を楽

しく紹介します。　 

▼
 

▲三井・東芝館 

▲夢みる山 

問合先　愛知県国際博推進局総務課企画・広報グループ（☎０５２―９６２ 
―４０２７）、ホームページアドレスhttp://www.pref.aichi.jp/expo/

▲ガスパビリオン　炎のマジックシアター 

側

舗

区

区

配
（第

配
（第

側

側

公
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電話相談 相談場所 面接相談（予約制） 

南部保育園内 
子育て支援センター 

東部保育園内 
子育て支援センター 

大地町小森５ 
☎　３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　３８―２３８７ 

毎週月～金曜日 
午前９時～午後４時 

毎週月～金曜日 
午前１０時～午後３時 

毎週月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・水・金曜日 
午後１時～３時 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

 

新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

★
女
性
天
皇
論 

　
象
徴
天
皇
制
と
ニ
ッ
ポ
ン

　
の
未
来 

 

中
野
正
志
　
著 

分
類
　
一
般
　
３
１
３ 

                

　
女
性
天
皇
容
認
論
は
明
治
初
期
か

ら
唱
え
ら
れ
て
い
た
が
、
皇
位
継
承

を
男
系
男
子
に
限
定
す
る
規
定
は
温

存
さ
れ
た
。
何
が
女
性
天
皇
実
現
を

阻
ん
で
い
る
の
か
を
検
証
す
る
。 

★
八
十
歳
を
す
ぎ
て
わ
か

　
っ
て
き
た 

　
人
生
の
大
切
な
こ
と 

 

吉
沢
久
子
・
清
川
妙
　
著 

分
類
　
一
般
　
９
１
５
６ 

             

　
食
を
楽
し
む
、
出
会
い
を
楽
し
む
、

小
さ
な
幸
せ
を
楽
し
む
知
恵
。
か
ら

だ
が
不
自
由
で
も
喜
び
を
見
つ
け
出

す
方
法
。
生
き
方
上
手
の
二
人
が
人

生
を
最
後
ま
で
生
き
生
き
と
過
ご
す

心
構
え
を
手
紙
で
語
り
合
っ
た
深
い

共
感
の
書
。 

   

★
愛
す
る
能
力
　
　
　
瀬
戸
内
寂
聴 

★
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
　
　
村
上
春
樹 

★
安
く
売
る
な
！
高
く
売
れ
！ 

小
野
達
郎 

★
日
本
は
な
ぜ
敗
れ
る
の
か 山

本
七
平 

★
ヘ
マ
な
奴
ほ
ど
名
を
残
す 

　
　
　
　
　
ピ
ー
ノ
・
ア
プ
リ
ー
レ 

 

ち 

か
ん 

  

●
被
害
相
談
窓
口
・
犯
罪
被

　
害
給
付
制
度 

  

　
警
察
で
は
各
種
の
犯
罪
被
害
相
談

窓
口
を
設
け
、
被
害
者
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
・

友
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。 

　
困
り
ご
と
、
不
安
な
こ
と
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
被
害
相
談
窓
口 

ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ン
（
☎
０
５
２
―

９
５
４
―
８
８
９
７
）  

★
受
付
時
間
…
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時 

★
相
談
内
容
…
犯
罪
被
害
者
の
た
め

の
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談 

レ
デ
ィ
ー
ス
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎

０
１
２
０
―
６
７
―
７
８
３
０
）  

★
受
付
時
間
…
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時 

★
相
談
内
容
…
性
犯
罪
被
害
相
談 

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
（
☎
０
５
２
―
５

６
１
―
０
１
８
４
）  

★
受
付
時
間
…
毎
日
２４
時
間 

★
相
談
内
容
…
列
車
内
の
痴
漢
被
害

相
談 

被
害
少
年
相
談
電
話
（
☎
０
１
２
０

―
７
８
―
６
７
７
０
）  

★
受
付
時
間
…
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
４
時 

★
相
談
内
容
…
犯
罪
・
い
じ
め
等
の

被
害
に
関
す
る
相
談 

ス
ト
ー
カ
ー
１
１
０
番
（
☎
０
５
２

―
９
６
１
―
０
８
８
８
）  

★
受
付
時
間
…
毎
日
２４
時
間 

★
相
談
内
容
…
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
に

関
す
る
相
談 

▼
犯
罪
被
害
給
付
制
度 

　
こ
の
制
度
は
、
故
意
の
犯
罪
行
為

に
よ
り
不
慮
の
死
亡
・
重
傷
病
ま
た

は
、
障
害
と
い
う
重
大
な
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
的
救
済

や
加
害
者
側
か
ら
の
損
害
賠
償
も
得

ら
れ
な
い
被
害
者
ま
た
は
、
遺
族
に

対
し
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
警
察
本
部
住
民

サ
ー
ビ
ス
課
犯
罪
被
害
者
対
策
室
　

（
☎
０
５
２
―
９
５
１
―
１
６
１
１

内
線
２
９
３
５
）
ま
た
は
、
江
南
警

察
署
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
（
☎
５
６
―

０
１
１
０
内
線
２
２
７
）
　 

  

●
子
育
て
相
談 
  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
よ
く
動
き
回
っ
て
じ
っ
と
し
て

い
な
い
」
「
こ
の
ご
ろ
イ
ヤ
イ
ヤ
ば

か
り
で
困
っ
て
し
ま
う
わ
」
「
近
く 

に
遊
ぶ
子
や
遊
び
場
が
な
い
け
ど 

…
」
「
１
日
中
子
ど
も
の
世
話
で
気

が
休
ま
ら
な
い
」
な
ど
。 

         

　
ひ
と
り
で
考
え
込
ま
ず
に
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。
何
で
も
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

                        

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

後
１
時
〜
４
時
（
原
則
と
し
て
毎
月

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

。

破
壊
や
犯
罪
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う 、

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
相
談
室
に

。

よ
し
ざ
わ  

ひ
さ 

こ
　
　  

き
よ
か
わ 

た
え 

な
か  

の  

ま
さ  

し 
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南
子

東
子

※い

 

（月） 

（月） 

阻
ん
で
い
る
の
か
を
検
証
す
る
。 

　
　
　
　
　
ピ
ー
ノ
・
ア
プ
リ
ー
レ 

市 民 相 談   
市民相談室（☎３８－５８２２） 

 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、
お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■女性悩みごと相談 
　１１月　５日（金）午後１時～３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　１１月　９日（火）午後１時～４時 
　１１月２４日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時から、
市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
　１１月１０日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
　１１月１１日（木）午後１時～４時 
■不動産相談 
　１１月１１日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　１１月１２日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
　１１月１２日（金）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
　１１月１９日（金） 
★女性悩みごと相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
　１１月２１日(日)午後１時～３時 
■年金相談 
　１１月２２日（月）午前１０時～午後３時 

●心の相談電話 ☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよく
よしていても、何の解決にもなりません。経験豊かなボランティア
が電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を除く） 

▼
 

▼
 

 

　
社
会
福
祉
協
議
会 

　
相
談
コ
ー
ナ
ー 

☎
３
７
―
３
１
３
５ 

 

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
２
階
相
談
室
で
、

次
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

心
配
ご
と
相
談
　 

　
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い

て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時

〜
３
時 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み

た
い
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て

も
ら
い
た
い
人
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時 

※
毎
週
木
曜
日
（
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
）
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
際
に
行
っ

て
い
る
人
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。 

み  　な  　       な     や      む     な 

く   

ぼ  

ま
こ
と 

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９

が
休
ま
ら
な
い
」
な
ど
。 

 

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　
３
８
―

３
９
１
１
、
東
部
保
育
園
内
☎
　
３

８
―
２
３
８
７
） 

  

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１１
月
８
日
　
・
２２
日
　
午

後
１
時
〜
４
時
（
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
第
４
月
曜
日
） 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
く

す
の
き
の
家
適
応
指
導
教
室
お
お
く 

す
相
談
室（
中
本
町
西
出
口
１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
久
保
亮
さ
ん
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他

　
電
話
で

の
相
談
も

受
け
付
け

て
い
ま
す
。 

　
な
お
、

予
約
さ
れ

た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
）  

  

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
の

　
相
談
料
を
補
助 

  

　
気
軽
に
お
金
を
借
り
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
（
サ
ラ

金
）
の
利
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
が
原
因
で
、
家
庭
の

破
壊
や
犯
罪
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う 

よ
う
な
悲
し
い
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、

社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
悲
劇
を
未
然
に
防
ぐ
に 

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
前
に
、
で

き
る
限
り
早
く
法
律
の
専
門
家
に
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
岩
倉
市
で
は
、
名
古
屋

弁
護
士
会
が
開
設
し
て
い
る
「
サ
ラ

金
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
相
談
」
と
「
消

費
者
被
害
相
談
」
に
相
談
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
相
談
料
の
５
千
２
５

０
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助
を

受
け
る
に
は
、
事
前
に
市
民
相
談
室

に
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要 

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
相
談
室
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎
３
８

―
５
８
２
２
） 
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八
剱
町
の
矢
田
明
由
・
扶
美
さ
ん
の
長

女
彩
乃
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
。  

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
歌
と
お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
で
、
好
奇

心
旺
盛
。
偏
食
で
小
さ
い
体
な
が
ら
も
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。 

　
怒
っ
て
、
泣
い
て
、
笑
っ
て
、
ク
ル
ク

ル
と
変
わ
る
表
情
。
見
て
い
て
飽
き
な
い

け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
が
一

番
好
き
で
す
。 

　
来
年
の
春
に
は
幼
稚
園
に
入
園
し
ま
す
。

お
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
新
た
な
成

長
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

や    

だ   

あ
き
よ
し
　  

　
ふ      

み 

彩
乃 

ち
ゃ
ん 

あ
や   

の 

No.51

子
ど
も
た
ち
に
本
と
の
出
会
い
を 

 

　
　
　
井
上
ひ
ろ
み
さ
ん（
栄
町
） 
 

　
今
回
は
、
柴
山
涼
子
さ
ん
の
紹
介
で
、
栄
町
の

井
上
ひ
ろ
み
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
井
上
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

活
動
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
人
に
教
え
ら
れ
て
、

「
岩
倉
ユ
ニ
セ
フ
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
会
」
の
活

動
に
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
紹
介
者
の
柴
山
涼
子

さ
ん
と
も
こ
の
会
で
お
友
達
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

毎
月
行
わ
れ
る
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
ユ
ニ
セ
フ

の
活
動
に
つ
い
て
勉
強
し
、
自
分
た
ち
の
で
き
る

支
援
活
動
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
。
１１
月
６
日
　

の
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
で
は
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
の
た
め
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
参
加

が
決
ま
っ
て
お
り
「
会
場
へ
出
か
け
た
際
に
は
、

コ
ー
ナ
ー
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て

み
え
ま
し
た
。  

　
井
上
さ
ん
が
も
う
ひ
と
つ
続
け
て
い
る
の
は
、

「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
。
毎
週
水
曜
日
、

仲
間
の
皆
さ
ん
と
交
代
で
北
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
を
相
手
に
「
朝
の
読
み
聞
か
せ
」
を
続
け
て
い

ま
す
。
読
む
本
を
探
す
と
き
に
気
を
つ
け
て
い
る

こ
と
は
、
１
日
の
始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
く
聞
き
終

わ
っ
た
後
穏
や
か
で
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
な
れ

る
作
品
を
選
ぶ
こ
と
。
「
子
ど
も
た
ち
と
本
が
出

会
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
の
思
い
で
活
動
を

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
２
人
の
お
子
さ
ん
た
ち
の
通
う
学
校
そ
れ
ぞ
れ

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
も
務
め
、
忙
し
い
中
に
も
や
さ
し

い
気
持
ち
で
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
活
動
を
続
け

て
い
る
井
上
さ
ん
で
し
た
。 

　
紹
介
者
は
、
東
町
の
小
杉
美
智
子
さ
ん
で
す
。 

　
次
回
は
、
小
杉
さ
ん
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。 

い
の    

う
え 

し
ば
や
ま
り
ょ
う
こ 

こ  

す
ぎ  

み   

ち   

こ 

（土） 
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1 7 1

陸
登 

く
ん 

り
く    

と 

　
大
山
寺
元
町
の
梶
田
哲
也
・
智
美
さ
ん

の
長
男
陸
登
く
ん
（
２
歳
）
。  

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
電
車
が
大
好
き
な
り
っ
く
ん
。
毎
日
電

車
を
見
て
る
ね
。
パ
パ
の
帰
り
が
早
い
と

き
も
、
よ
く
お
迎
え
に
行
く
ね
。
ま
だ
乗

っ
た
事
の
な
い
電
車
に
乗
っ
て
い
ろ
ん
な

所
へ
行
っ
て
み
た
い
ね
。 

　
お
話
も
い
っ
ぱ
い
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
し
、
お
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
た
ね
。

り
っ
く
ん
を
通
じ
て
マ
マ
に
も
た
く
さ
ん

お
友
達
が
で
き
ま
し
た
。 

　
り
っ
く
ん
、
パ
パ
と
マ
マ
の
と
こ
ろ
に

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。 

か
じ   

た  

て
つ   

や
　
　   

と
も   

み 

もり　　　　  ち　　よ　　こ 

●あいち防災リーダー　　森　千代子 

　
次
回
は
、
小
杉
さ
ん
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。 

　災害情報は、いろいろなメディアを通じて 
入手することができます。 

災害用伝言ダイヤルを知っておきましょう 

災害情報はどうやって手にいれる？ 

　災害発生時には、特定地域に電話が殺到し、かか
りにくくなることがあります。災害用伝言ダイヤル
（１７１）を、自分の安否情報や、被災地との連絡
などに活用したいものです。 
 
利用方法 
　「１７１」をダイヤルすると利用の説明が音声で
流れます。説明に従って伝言の録音・再生をします。 
●録音方法 
①「１７１」をダイヤルする 
②「１」をダイヤルする 
③個人の電話番号を市外局番からダイヤルする 
④伝言を録音する（３０秒以内） 
●再生方法 
①「１７１」をダイヤル
する 
②「２」をダイヤルする 
③個人の電話番号を市外
局番からダイヤルする 
④伝言を聞くことができ
ます 

　災害時には、さまざまな情報が飛び交い、混乱を招
くことがあります。古くは関東大震災の時のように、
混乱と誤った情報によって大事件を起こしてしまった
こともありました。 
　現代においても、インターネットなどで、誤った情
報やうわさが瞬時に広まってしまう恐れがあります。 
　確実に正しい情報を手に入
れて、冷静な判断をするため
には、「地震を知って地震に
備えておく」日ごろからの心
構えと準備が何よりも重要に
なります。 
 
 
 
 
 テレビ・ラジオ・ケーブルテレビ 

電話（固定、携帯） 
無線（防災、アマチュア） 
インターネットなど 
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私
は
は
じ
め
て
車
い
す
に
乗
る
体
験
を
し
ま

し
た
。
車
い
す
に
座
り
、
体
育
用
の
マ
ッ
ト
で

段
差
を
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
上
り
下
り
し
ま

し
た
が
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
も
マ
ッ
ト
に
上

が
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
友

だ
ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
マ
ッ
ト
に
上
が
れ
、

坂
は
う
ま
く
ゴ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。
だ
け
ど
後

で
つ
か
れ
て
た
い
へ
ん
で
し
た
。
元
気
な
わ
た

し
た
ち
が
つ
か
れ
た
の
に
足
の
不
自
由
な
人
た

ち
は
つ
か
れ
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

（
長
谷
川
　
千
夏
） 

３
年
生
　
地
域
を
知
ろ
う 

　
３
年
生
で
は
「
地
域
を
知
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

地
域
の
名
人
さ
が
し
を
し
、
名
人
を
講
師
に
招
い
て
、

絵
手
紙
、
点
字
、
和
太
鼓
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

　
絵
手
紙
は
、
は
が
き
サ

イ
ズ
の
紙
に
絵
の
具
で
野

菜
や
落
ち
葉
を
描
き
ま
す
。

講
師
の
先
生
が
グ
ル
ー
プ

に
一
人
ず
つ
入
っ
て
指
導

を
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、

よ
い
作
品
が
で
き
、
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
満
足
で

き
ま
す
。 

  

　
点
字
は
、
点
字
を
読
ん

だ
り
、
ゲ
ー
ム
に
取
り
組

ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
最

終
的
に
は
点
字
を
打
て
る

よ
う
に
な
る
の
が
目
標
で

す
。
指
先
の
感
覚
だ
け
で

字
を
読
む
の
は
と
て
も
む

ず
か
し
い
け
れ
ど
、
新
鮮

な
発
見
が
あ
り
、
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
。 

　
和
太
鼓
は
、
体
の
底
ま

で
響
い
て
く
る
太
鼓
の
音

に
酔
い
し
れ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
、
気
持
ち
を

一
つ
に
し
て
、
音
を
合
わ

せ
る
一
体
感
が
何
と
も
言

え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
力
強

い
太
鼓
友
の
会
の
先
生
方

の
演
奏
に
は
い
つ
も
聴
き

惚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

４
年
生
　
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り 

　
４
年
生
で
は
「
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
ん
で
い
ま
す
。
　
市

の
バ
ス
を
利
用
し
て
環
境
セ
ン
タ
ー
に
見
学
に
行
っ
た

り
、
福

祉
実
践

教
室
で

車
い
す

体
験
、

点
字
、

手
話
、

盲
導
犬

体
験
な

ど
を
し

た
り
し

て
、
人

に
や
さ

し
い
町

づ
く
り

に
つ
い

て
考
え

ま
し
た
。 

 

５
年
生
　
食
と
環
境 

　
５
年
生
は

「
食
と
環
境
」

と
い
う
テ
ー

マ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

田
植
え
を
し
、

稲
を
育
て
、

稲
刈
り
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、

自
分
た
ち
で

カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
作
っ
た

り
し
ま
し
た
。 

　
田
植
え
や

稲
刈
り
は
服
部
徹
雄
さ
ん
に
手
取
り
足
取
り
教
え
て
い

た
だ
い
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

６
年
生
　
歴
史
を
学
ぼ
う 

　
６
年
生
は
、
「
歴

史
を
学
ぼ
う
」
と
い

う
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

　
移
動
博
物
館
で
は

埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー

の
方
を
講
師
に
、
実

物
の
弥
生
土
器
を
手

に
取
っ
て
見
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

火
起
こ
し
体
験
を
し

た
り
、
勾
玉
づ
く
り
を
し
た
り
、
実
物
に
ふ
れ
て
学
び

ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
南
小
は
地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
図
書
や
英
語
な
ど
で
も
多
く
の
地
域
の
人
が
学

校
へ
や
っ
て
き
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
力
を
貸

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
一
度
南
小
学
校
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

▲車いす体験の様子 

▲田植えの様子 

▲土器の実物を手にして… 

は     
せ  
が
わ
　
　
　
ち
　
な
つ 

は
っ
と
り 

て
つ   

お 

ま
が
た
ま 
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　１０月１５日、岩倉駅地下道で、バンドネオンとセン
トラル愛知交響楽団による岩倉駅コンサートが行われま
した。 
　今回は、バンドネオン奏者の島田由美子さんを迎えた
本格的なアルゼンチンタンゴの演奏で、コントラバスの
弦を弓で強くたたいて音を出すなどタンゴならではのテ
クニックを駆使した演奏が披露されました。 
　リベルタンゴなどテレビのＣＭでもおなじみのメロデ
ィーが情熱的に演奏されるのを、通勤通学の人たちは、
足を止めて聴き入っていました。 

　１０月８日、岩倉北小学校でいわくら・ユニバー
サルデザイン研究会による出前講座が開かれました。 
　この研究会は、昨年度岩倉市が市民の皆さんと一
緒に策定した「岩倉市ユニバーサルデザイン振興指
針」における市民としての役割を自分たちにできる
ことから始めて行こうと組織されたボランティア団
体で、この出前講座は初めての試みです。 
　身近にある文房具や施設などを通して、「すべて
の人にとってやさしい」ユニバーサルデザインの考
え方を勉強した子どもたちは、「私の知っていると
ころにも、たくさんのユニバーサルデザインがある
ことを初めて知りました」と話していました。 

　１０月３日、岩倉北小学校グラウンドで第３７回
岩倉市民体育祭が開かれ、多くの市民の皆さんが参
加しました。  
　この日は、朝からあいにくの曇り空で、競技種目
が始まる前から雨粒が落ち始めましたが、出場した
子どもたちは各町の大きな声援を受けて力走を見せ
ていました。 
　その後も雨は降り続き、体育指導員や体育協会の
皆さんの懸命なグラウンド整備にもかかわらず、少
年区対抗リレー（女子）予選が終わった時点で雨天
のため中止となりました。皆様のご協力ありがとう
ございました。 

雨の中の力走　　　 
～岩倉市民体育祭～ 

ユニバーサルデザインって何だろう 
～ユニバーサルデザイン出前講座～ 

情熱的なタンゴのメロディー 
～岩倉駅コンサート～ 

 

惚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
一
度
南
小
学
校
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

しま  だ   ゆ    み    こ 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

いわくらし

ちき
ゅうにやさしい
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★母親教室第４回 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★３歳児健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

★乳幼児健康相談　★母親教室第３回 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★基本健康診査事後相談 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

朝市／岩倉団地 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

　休日急病診療（寺澤正恭　寺澤内科小児科） 
朝市／東町 

★基本健康診査事後相談 

日 日 　休日急病診療（上條正啓　上條内科） ※市役所市民スペースはお休みです。 

文化の日※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（小川清夫　小川医院） 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　神野町の又市に熊野社があります。この 

神社の社殿南側に直径１５㌢ほどの穴があいてい 

ます。 

　昔、地元の人たちの間では、この穴から砂を持ち帰って家の周囲

にまくと「蟻が家の中に入ってこない」という言い伝えがあり、「氏

神様の砂」と呼んで昭和の初めころまで信じられていたそうです。

今では、その砂も無くなり、穴には金属製のふたがされていますが、

当時の皆さんの素朴な信仰をうかがうことができます。 

　夕暮れ時の境内では、秋の深まり行く気配が感じられました。 

～神野町かいわい～ 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，323人（＋7人） 
            男性/24，079人（－  7人） 
            女性/24，244人（＋14人） 
          世帯数/19,279世帯（＋22世帯） 
                （10月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

また いち 

あり 

くま   の    しゃ 

／つつじ 


